
　津峯公園桜まつりで恒例の「ささげ餅競争」が行われ、歯を喰いしばって周を重ねる
子どもたちに大きな声援がおくられていました。（４月３日撮影）
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本
格
的
な
地
方
分
権
の
時

代
を
迎
え
る
な
か
で
、
今
日

の
社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な

変
化
と
い
う
背
景
も
あ
り
、

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
将
来

を
見
据
え
な
が
ら
多
様
な
行

政
課
題
に
的
確
・
迅
速
に
対

応
し
、
当
面
す
る
事
務
事
業

を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、行
財
政
改
革（
集

中
改
革
プ
ラ
ン
）
の
推
進
も

重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

平
成
22
年
度
の
組
織
機
構
に

つ
い
て
は
、
事
務
事
業
の
よ

り
効
率
的
・
効
果
的
な
推
進

を
図
る
観
点
か
ら
課
の
再
編

を
行
う
な
ど
必
要
な
見
直
し

を
行
い
、
事
務
執
行
体
制
の

整
備
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

活
力
あ
ふ
れ

豊
か
な
心
で
ふ
れ
あ
う

阿
南
を
め
ざ
し
て

組
織
機
構
に
つ
い
て

　

総
務
部
は
、
財
政
課
の
課
内
室
で

あ
っ
た
庁
舎
建
設
推
進
室
を
庁
舎
建

設
推
進
課
に
格
上
げ
し
、
機
能
の
充

実
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
管
財
課
に
、
新
た
に
車
両
管

理
係
を
置
き
、
公
用
車
の
効
率
的
な

管
理
を
図
る
と
と
も
に
、
法
定
外
公

共
財
産
係
を
建
設
部
維
持
管
理
課
に

移
管
し
ま
し
た
。

　

市
民
部
で
は
、
人
権
啓
発
課
と
男

女
共
同
参
画
室
を
統
合
し
、
人
権
・

男
女
参
画
課
と
し
、
改
め
て
男
女
共

同
参
画
室
を
課
内
室
と
し
て
設
置
し

ま
し
た
。
併
せ
て
、
隣
保
館
事
業
を

福
祉
課
か
ら
人
権
・
男
女
参
画
課
に

移
管
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
生
活

課
に
消
費
者
相
談
体
制
の
充
実
を
図

る
た
め
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
新

設
し
ま
し
た
。
文
化
振
興
課
に
は
施

設
管
理
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
施

設
係
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

産
業
部
で
は
、
四
国
九
州
ア
イ
ラ

ン
ド
リ
ー
グ
の
開
催
や
全
国
規
模
の

大
会
の
誘
致
、
観
光
野
球
ツ
ア
ー
の

取
組
み
な
ど
野
球
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
野
球
の
ま
ち
推
進

課
を
新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業

振
興
課
に
新
た
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
係
を
新
設
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

産
業
の
振
興
を
図
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

併
せ
て
、
企
業
振
興
係
と
企
業
誘
致

係
を
統
合
し
企
業
振
興
誘
致
係
と
し

ま
し
た
。

　

建
設
部
で
は
、
維
持
管
理
課
に
総

務
部
管
財
課
か
ら
法
定
外
公
共
財
産

係
を
移
管
し
、
財
産
管
理
と
機
能
管

理
の
一
元
化
を
図
り
ま
す
。

事
務
分
掌
関
係

　

課
の
再
編
に
伴
う
部
間
の
事
務
の

移
動
の
ほ
か
、
基
本
的
に
所
属
ご
と

の
所
管
事
務
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
人
事
異
動
に
あ
た
っ
て
は
、

業
務
の
継
続
性
等
に
も
可
能
な
限
り

配
慮
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
組

織
機
構
等
の
見
直
し
の
一
環
と
し
て

主
査
の
職
位
を
新
た
に
設
け
、
課
長

補
佐
級
に
位
置
づ
け
た
こ
と
及
び
退

職
者
数
と
の
関
係
か
ら
異
動
は
比
較

的
大
き
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
人
員
で
は
あ
り
ま
す
が
、

各
部
署
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
創
意
工

夫
を
し
、
業
務
の
円
滑
な
執
行
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

多様な行政課題に的確に対応するため、組織機構の見直しを行いました。
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▲４月１日、市職員の人事異動に伴う辞令交付式が行
われ、職員を前に岩浅市長から、「明るく新しいま
ちづくりのためにアイデアを出し、知恵をしぼり、
そして汗をかき、組織が一丸となって取り組むよう
に」との訓示がなされました。

職し
ょ
く

員い
ん

定て
い

期き

異い

動ど
う

を
発は

つ

令れ
い

ー
異い

動ど
う

総そ
う

数す
う　

３
５
３
人
ー

　
４
月
１
日
付
け
職
員
定
期
異
動
に

よ
り
、
主
幹
級
以
上
の
配
置
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

異い

動ど
う

後ご

の
配は
い

置ち

（
主
幹
級
以
上
）

＊

■
企き

画か
く

部ぶ

企
画
部
長　
　
　
　

尾
山　
勝
敏

企
画
部
参
事
・
秘
書
広
報
課
長
事

務
取
扱　
　
　
　
　

岩
崎
小
枝
子

企
画
部
参
事
・
人
事
課
長
事
務
取

扱　
　
　
　
　
　
　

阿
部　
里
司

企
画
部
参
事
・
企
画
政
策
課
長
事

務
取
扱　
　
　
　
　

西
田　
　
修

Ｉ
Ｔ
推
進
課
長　
　

戸
根　
英
喜

秘
書
広
報
課
主
幹　

越
久
村
仁
司

企
画
政
策
課
主
幹　

美
馬　
隆
司

行
政
情
報
室
長　
　

福
谷
美
樹
夫

■
総そ

う

務む

部ぶ

総
務
部
長　
　
　
　

惠
来　
和
男

総
務
部
参
事
・
税
務
課
長
事
務
取

扱　
　
　
　
　
　
　

豊
内　
照
子

総
務
部
参
事
・
市
民
安
全
局
長
事

務
取
扱　
　
　
　
　

酒
井　
勝
治

財
政
課
長　
　
　
　

東
條　
盛
彦

庁
舎
建
設
推
進
課
長	

吉
田　
　
裕

管
財
課
長　
　
　
　

菊
野　
和
彦

納
税
課
長　
　
　
　

陶
久　
敏
郎

財
政
課
主
幹　
　
　

仁
木　
仁
美

税
務
課
主
幹　
　
　

稲
村　
良
秋

■
市し

民み
ん

部ぶ

市
民
部
長　
　
　
　

廣
瀬　
春
幸

市
民
部
理
事
・
環
境
保
全
課
長
事

務
取
扱　
　
　
　
　

松
本　
秀
行

市
民
部
副
部
長
・
葬
斎
場
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
　

朝
川　
栄
治

市
民
部
参
事
・
市
民
生
活
課
長
事

務
取
扱　
　
　
　
　

埴
渕　
絹
代

市
民
部
参
事
・
那
賀
川
支
所
長
事

務
取
扱　
　
　
　
　

前
川　
裕
之

羽
ノ
浦
支
所
長　
　

角
谷　
久
子

人
権
・
男
女
参
画
課
長西

村　
信
昭

文
化
振
興
課
長
・
文
化
会
館
長
兼
・

市
民
会
館
長
兼
・
阿
波
公
方
・
民

俗
資
料
館
長
兼
・
情
報
文
化
セ
ン

タ
ー
所
長
兼　
　
　

岐　
　
祐
司

地
域
支
援
課
長　
　

浅
野　
亮
一

市
民
生
活
課
主
幹　

高
島　
武
己

新
野
住
民
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
田　
茂
樹

環
境
保
全
課
主
幹　

茂
村　
福
和

文
化
振
興
課
主
幹　

天
羽　
正
明

■
環か

ん

境き
ょ
う

管か
ん

理り

部ぶ

環
境
管
理
部
長　
　

山
本
日
出
夫

環
境
管
理
部
副
部
長
（
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
担
当
）

河
井　
敏
之

環
境
管
理
部
参
事
・
環
境
管
理
事

務
所
生
活
環
境
課
長
事
務
取
扱　

　
　
　
　
　

山
下　
奉
文

環
境
管
理
課
長　
　

三
木
野
文
秋

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

森
本　
義
彦

ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
坂　
國
行

環
境
整
備
課
長　
　

西
野　
孝
則

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　

木
下　
弘
幸

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
長

上
原　
啓
二

ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　

原
田　
明
生

環
境
管
理
事
務
所
生
活
環
境
課
主

幹　
　
　
　
　
　
　

西
上　
博
明

■
保ほ

健け
ん

福ふ
く

祉し

部ぶ

　

保
健
福
祉
部
長　
　

日
下　
準
二

保
健
福
祉
部
理
事
・
福
祉
事
務
所

長
事
務
取
扱　
　
　

佐
々
木
延
一

保
健
福
祉
部
副
部
長
・
保
健
セ
ン

タ
ー
所
長
事
務
取
扱
・
阿
南
ひ
ま

わ
り
会
館
長
兼　
　

井
坂　
　
稔

保
健
福
祉
部
参
事
・
介
護
保
険
課

長
事
務
取
扱　
　
　

福
島　
民
雄

保
健
福
祉
部
参
事
・
福
祉
課
長
事

務
取
扱　
　
　
　
　

山
本　
一
良

保
険
年
金
課
長　
　

佐
野　
泰
弘

加
茂
谷
診
療
所
長
・
伊
島
診
療
所

長
兼　
　
　
　
　
　

湯
浅　
亮
一

な
が
い
き
課
長　
　

西
川　
孝
子

こ
ど
も
課
長　
　
　

玉
田　
秀
明

■
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

部ぶ

産
業
部
長　
　
　
　

中
田　
正
行

産
業
部
理
事
（
野
球
の
ま
ち
推
進

事
業
担
当
）　
　
　

米
沢　
敏
信

産
業
部
参
事
・
農
林
水
産
課
長
事

務
取
扱　
　
　
　
　

遠
藤　
　
績

農
地
整
備
課
長
・
水
質
障
害
対
策

処
理
場
長
兼　
　
　

粟
飯
原
佳
明

商
工
観
光
労
政
課
長
・
社
会
福
祉

会
館
長
兼
・
商
工
業
振
興
セ
ン
タ

ー
所
長
兼
・
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
・
公
方
の
郷
な
か
が
わ
所

長
兼　
　
　
　
　
　

撫
養　
義
博

船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　

福
長　
　
理

企
業
振
興
課
長　
　

岩
崎　
英
世

野
球
の
ま
ち
推
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　
重
之

■
建け

ん

設せ
つ

部ぶ

建
設
部
長　
　
　
　

満
石　
正
規

建
設
部
理
事
・
特
定
事
業
部
理
事

兼　
　
　
　
　
　
　

谷
脇　
凖
藏

建
設
部
副
部
長
・
土
木
課
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
　

尾
崎　
隆
之

建
設
部
副
部
長
・
維
持
管
理
課
長

事
務
取
扱　
　
　
　

横
手　
周
次

工
事
検
査
課
長　
　

湯
浅　
政
之

住
宅
建
築
課
長　
　

篠
原　
明
広

公
園
緑
地
課
長　
　

吉
原　
敏
男

住
宅
建
築
課
主
幹　

長
谷　
佳
和

住
宅
建
築
課
主
幹　

大
村　
謙
二

維
持
管
理
課
主
幹　

南
部　
　
巧

公
園
緑
地
課
主
幹　

石
居　
　
玄
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書
館
長
兼
・
科
学
セ
ン
タ
ー
館
長

兼　
　
　
　
　
　
　

小
坂　
敏
春

教
育
委
員
会
参
事
・
総
務
課
長
事

務
取
扱　
　
　
　
　

豊
田　
弘
之

教
育
委
員
会
参
事
・
人
権
教
育
課

長
事
務
取
扱　
　
　

広
井　
正
明

教
育
委
員
会
参
事
・
学
校
給
食
課

長
事
務
取
扱
・
阿
南
第
一
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
・
那
賀
川
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
・
羽
ノ

浦
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼　

　
　

中
西　
義
郎

学
校
教
育
課
長　
　

細
川　
威
典

生
涯
学
習
課
長
・
ふ
る
さ
と
館
長

兼　
　
　
　
　
　
　

笠
原　
光
男

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
・
ス
ポ
ー
ツ

総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
・
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
・
那
賀
川

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
・
春

日
野
体
育
館
長
兼
・
羽
ノ
浦
総
合

国
民
体
育
館
長
兼
・
武
道
館
長
兼
・

橘
体
育
館
長
兼　
　

広
瀬　
義
裕

学
校
教
育
課
主
幹　

一
楽　
明
美

学
校
教
育
課
主
幹　

堺　
　
祥
展

生
涯
学
習
課
主
幹　

福
永　
　
亨

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
幹

　
　
　
　
　
　
　

吉
田　
勝
義

学
校
給
食
課
主
幹　

西
岡　
由
紀

南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　

上
田　
彰
三

■
消し

ょ
う

防ぼ
う

本ほ
ん

部ぶ

消
防
長　
　
　
　
　

中
西　
康
富

消
防
次
長
・
消
防
署
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　

是
松　
　
司

消
防
本
部
参
事
・
総
務
課
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
　

三
川　
昌
典

消
防
本
部
参
事
・
情
報
管
制
課
長

事
務
取
扱　
　
　
　

田
村　
俊
彦

警
防
課
長　
　
　
　

森　
　
秀
敏

予
防
課
長　
　
　
　

阿
部　
和
生

総
務
課
主
幹　
　
　

豊
田　
　
實

予
防
課
主
幹　
　
　

平
岡　
裕
文

情
報
管
制
課
主
幹　

渡
部　
孝
美

情
報
管
制
課
主
幹　

菱
垣　
昌
泰

情
報
管
制
課
主
幹　

田
中　
利
幸

情
報
管
制
課
主
幹　

原
田　
義
夫

情
報
管
制
課
主
幹　

川
島　
　
茂

消
防
副
署
長
・
第
二
消
防
課
長
事

務
取
扱　
　
　
　
　

吉
川　
　
榮

第
一
消
防
課
長　
　

森
本　
耕
造

第
三
消
防
課
長　
　

滝
口　
鋭
三

第
一
消
防
課
主
幹　

山
本　
和
己

第
一
消
防
課
主
幹　

並
川　
茂
文

第
一
消
防
課
主
幹　

竹
治　
稔
文

第
二
消
防
課
主
幹　

中
島　
良
一

第
二
消
防
課
主
幹　

乾　
　
庫
介

第
二
消
防
課
主
幹　

井
澤　
　
剛

第
三
消
防
課
主
幹　

新
庄　
茂
裕

第
三
消
防
課
主
幹　

服
部　
　
弘

第
三
消
防
課
主
幹　

河
野　
庸
雄

第
三
消
防
課
主
幹　

數
延　
昌
明

■
議ぎ　
会か

い

事
務
局
長　
　
　
　

眞
本　
靜
生

事
務
局
議
事
課
長　

岩
原　
計
憲

■
農の

う

業ぎ
ょ
う

委い

員い
ん

会か
い

事
務
局
理
事
・
事
務
局
長
事
務
取

扱　
　
　
　
　
　
　

田
中　
秀
治

■
選せ

ん

挙き
ょ

管か
ん

理り

委い

員い
ん

会か
い

事
務
局
参
事
・
事
務
局
長
事
務
取

扱　
　
　
　
　
　
　

仲
川　
佳
男

事
務
局
次
長　
　
　

二
宮　
雅
子

■
監か

ん　
査さ

事
務
局
参
事
・
事
務
局
長
事
務
取

扱　
　
　
　
　
　
　

重
村　
久
美

■
公こ

う

平へ
い

委い

員い
ん

会か
い

事
務
局
長
兼　
　
　

重
村　
久
美

新し
ん

規き

採さ
い

用よ
う

職し
ょ
く

員い
ん

外
山
知
子
・
正
瑞
優
樹
・
大
坂
成

克
・
久
米
直
記
・
志
摩
和
也
・
久

積
修
三
・
福
田
冬
悟
・
六
車
彩
加

・
横
山
由
紀
・
新
居
亜
砂
美
・
藤

川
弘
郎
・
佐
々
木
貴
志
・
三
谷
宜

弘
・
八
木
直
樹
・
福
島
海
平
・
奥

田
翔
太
・
西
村
崇
史

退た
い　
職し

ょ
く　
者し

ゃ

（
順
不
同
・
敬
称
略

　
　
　
　

カ
ッ
コ
内
は
前
所
属
）

日
根　
吉
廣
（
消
防
本
部
）

宮
城　
　
光
（
富
岡
保
育
所
）

程
野　
和
子
（
桑
野
保
育
所)

齋
藤　
絹
子
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

一
ノ
宮
三
郎
（
消
防
本
部
）

戸
田　
久
子
（
見
能
林
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
）

和
泉　
正
信
（
保
健
福
祉
部
）

田
村
貴
美
子
（
明
星
保
育
所
）

増
田　
則
代
（
見
能
林
幼
稚
園
）

多
田
タ
カ
子
（
那
賀
川
支
所
）

岡
本　
德
江
（
男
女
共
同
参
画
室
）

寺
澤　
雅
喜
（
産
業
部
）

池
田　
照
美
（
福
井
中
学
校
）

服
部　
常
悦
（
企
画
部
）

大
和
美
惠
子
（
羽
ノ
浦
す
み
れ
保

育
所
）

中
岡　
久
芳
（
環
境
管
理
部
）

平
木　
　
茂
（
建
設
部
）

松
崎
真
由
美
（
明
星
保
育
所
）

岸
本　
又
則
（
教
育
委
員
会
）

井
出　
眞
人
（
特
定
事
業
部
）

森　
　
眞
一
（
福
祉
課
）

木
村　
真
理
（
宝
田
保
育
所
）

天
野　
泰
宏
（
住
宅
建
築
課
）

瀬
川　
善
子
（
羽
ノ
浦
く
る
み
保

育
所
）

森　
　
惠
子
（
中
野
島
保
育
所
）

尾
崎　
義
治
（
市
民
安
全
局
）

阿
部
美
佐
子
（
橘
保
育
所
）

髙
原　
晶
子
（
今
津
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
）

松
尻
美
智
子
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

板
東　
昌
代
（
今
津
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
）

桑
村　
淑
子
（
横
見
幼
稚
園
）

神
野　
吉
洋
（
維
持
管
理
課
）

吉
原　
信
子
（
阿
南
図
書
館
）

朝
川　
日
富
（
今
津
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
）

池
田　
　
薫
（
環
境
管
理
課
）

高
橋　
友
紀
（
南
部
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
）

■
特と

く

定て
い

事じ

業ぎ
ょ
う

部ぶ

特
定
事
業
部
長　
　

石
川　
　
明

特
定
事
業
部
参
事
・
特
定
事
業
推

進
課
長
事
務
取
扱　

原
田　
廣
美

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
海　
　
勉

下
水
道
課
長　
　
　

原　
　
　
務

特
定
事
業
推
進
課
主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　

森
本　
誠
幸

■
理り

事じ

阿
南
市
理
事
（
地
域
支
援
担
当
）

　
　
　
　
　
　

待
田　
泰
信

阿
南
市
理
事
（
特
定
事
業
推
進
担

当
）　
　
　
　
　
　

喜
多　
雅
文

■
会か

い

計け
い

管か
ん

理り

者し
ゃ

会
計
管
理
者
・
会
計
課
長
事
務
取

扱　
　
　
　
　
　
　

尾
崎　
正
憲

■
会か

い

計け
い

課か

会
計
課
主
幹　
　
　

増
田　
和
子

会
計
課
主
幹　
　
　

岩
佐　
　
望

■
水す

い

道ど
う

部ぶ

水
道
部
長　
　
　
　

松
田　
道
明

業
務
課
長　
　
　
　

吉
澤　
健
二

工
務
課
長　
　
　
　

秋
本　
卓
巳

業
務
課
主
幹　
　
　

桝
田　
陽
子

工
務
課
主
幹　
　
　

小
林　
洋
一

■
教き

ょ
う

育い
く

委い

員い
ん

会か
い

教
育
次
長
・
阿
南
図
書
館
長
兼
・

那
賀
川
図
書
館
長
兼
・
羽
ノ
浦
図
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市長室（秘書広報課へ） 22−1110
副 市 長 室 22−1101
政 策 監 室 28−9883

企 　 画 　 部
部 長 室 22−1119
秘 書 広 報 課 22−1110
人 事 課 22−1112
企 画 政 策 課 22−3429
行 政 情 報 室 28−9885
Ｉ Ｔ 推 進 課 22−1117

総 　 務 　 部
部 長 室 22−1108
財 政 課 22−1113
庁 舎 建 設 推 進 課 22−8285
管 財 課 22−3804
税 務 課 22−1114
納 税 課 22−1792
市 民 安 全 局 22−9191
阿南地区交通安全教育推進協議会 22−8952

市 民 部
部 長 室 22−1115
理事室（環境保全課担当） 22−3413
市 民 生 活 課 22−1116
人 権・ 男 女 参 画 課 22−3094
男 女 共 同 参 画 室 22−7401
環 境 保 全 課 22−3413
文 化 振 興 課 22−1798
地 域 支 援 課 22−7404
那 賀 川 支 所 42−1111
羽 ノ 浦 支 所 44−3111
葬 斎 場 22−0623

環 境 管 理 部
部 長 室 22−3793
環 境 管 理 課 22−3794
環 境 整 備 課 22−3795
生 活 環 境 課 22−0001

市役所電話番号案内 夜間・休日の受付は、☎ 22－ 1111 へ

BF

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

市長室　副市長室　政策監室　秘書広報課　人事課
IT 推進課　財政課　庁舎建設推進課　環境保全課
こども課　こども相談室　農地整備課

正・副議長室　議員控室　議会事務局（議事課）
議場　委員会室　監査事務局

企画政策課　行政情報室　市民安全局　
野球のまち推進課　人権・男女参画課　
男女共同参画室　住宅建築課　
教育委員会（教育長室　総務課　学校教育課　
生涯学習課　人権教育課　教育研究所）

農林水産課　商工観光労政課
企業振興課　農業委員会    

税務課　納税課　市民生活課　地域支援課
介護保険課　保険年金課　福祉課　ながいき課　
会計課

環境整備課

管財課　工事検査課　土木課　維持管理課
まちづくり推進課　特定事業推進課
下水道課　水道部（業務課　工務課）

公園緑地課　選挙管理委員会

渡
り
廊
下

本 館 分庁舎
市役所本庁　〒 774 － 8501 富岡町トノ町 12 番地 3

那賀川支所　〒779－1235 那賀川町苅屋323番地
羽ノ浦支所　〒779－1101 羽ノ浦町中庄なかれ16番地3

消 防 本 部　〒774－0001 辰己町1番地33
文 化 振 興 課　〒774－0030 富岡町西池田135番地1（文化会館内）
保健センター　〒774－0030 富岡町北通33番地1（阿南ひまわり会館内）
スポーツ振興課　〒774－0012 七見町下川田100番地1（スポーツ総合センター内）
学 校 給 食 課　〒774－0046 長生町西方589番地（阿南第一学校給食センター内）

出先の課等　所在地

阿南市役所ホームページ

http://www.city.anan.
tokushima.jp/

市 役 所 庁 舎 の 案 内

保 健 福 祉 部
部 長 室 22−1591
理事室（福祉事務所担当） 28−9884
介 護 保 険 課 22−1793
保 健 セ ン タ ー 22−1590
保 険 年 金 課 22−1118
福 祉 課 22−1592
な が い き 課 22−8064
こ ど も 課 22−1593
こ ど も 相 談 室 22−1677

産 業 部
部 長 室 22−1597
理事室（野球のまち推進事業担当） 28−9886
農 林 水 産 課 22−1598
農 地 整 備 課 22−1599
商 工 観 光 労 政 課 22−3290
企 業 振 興 課 22−3401
野 球 の ま ち 推 進 課 22−1297

建 設 部
部 長 室 22−1594
理 事 室 22−1030
工 事 検 査 課 22−7410
土 木 課 22−1595
住 宅 建 築 課 22−3431
維 持 管 理 課 22−9596
公 園 緑 地 課 22−9293

特 定 事 業 部
部 長 室 22−0527
ま ち づ く り 推 進 課 22−1596
特 定 事 業 推 進 課 22−3197
下 水 道 課 22−1796

理 事
理事室（地域支援担当） 22−7449
理事室（特定事業推進担当） 22−8286

会 計
会 計 管 理 者 22−1107
会 計 課 22−3294

水 道 部
部 長 室 22−8069
業 務 課 22−0587
工 務 課 22−3295

教 育 委 員 会
教 育 長 室 22ー3297
教 育 次 長 室 22−3298
総 務 課 22−3299
学 校 教 育 課 22−3390
生 涯 学 習 課 22−3391
人 権 教 育 課 22−3392
ス ポ ー ツ 振 興 課 22−3394
学 校 給 食 課 22−0362
教 育 研 究 所 22−3395

議 会
議 長 室 22−3398
事 務 局 長 22−3399
議 事 課 22−3399

各 種 行 政 委 員 会
農業委員会事務局理事 22−3790
農 業 委 員 会 事 務 局 22−3790
選挙管理委員会事務局 22−3791
監 査 事 務 局

22−3792公 平 委 員 会 事 務 局
消 防 本 部

消 防 長 室 22−3797
総 務 課 22−3798
警 防 課 22−3796
予 防 課 22−3799
情 報 管 制 課 22−1120
消 防 課 22−3847
テ レ ホ ン サ ー ビ ス

22−9999（病院案内・災害情報案内）
( そ　　の　　他 )

代 表 受 付 22−1111
災害対策本部 ( 災害時 ) 22−3854
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○市役所の開庁時間は、平日午前８時30分から午後５時15分までで、支所及び住民センターも同じです。
○支所への開庁時間外及び休日の電話は市役所に転送されます。
○火災発生時の放送について（14地区に分け、当該地区には夜間も放送されます。）
　なお、聞き取りにくい場合は☎22－9999へ問い合わせてください。
○救急病院等で時間外受診される場合は、ご家族等、症状がわかる方から直接病院へ連絡してから受診してください。
○市役所の駐車場は午後10時に施錠されます。

内　　　　容 担　　　　　　　　　　　当 電　話
家庭ごみの収集について 環境管理部　環境管理事務所　生活環境課

（平日午前７時30分から午後３時30分まで）
22−0001

犬、猫の死骸について

火災及び救急患者が出た場合は 消防本部 119

火事の問い合わせは 火災問い合わせ専用電話 22−9999

救急指定病院の問い合わせは 救急問い合わせ専用電話 22−9999

戸籍、住民票、印鑑証明の交付は

市民部　市民生活課もしくは各支所及び各住民センター。
（平日午前８時30分から午後５時15分まで）
※毎月第１と第３水曜日は、市民生活課のみ午後６時15分ま

で受付します。

22−1116

戸籍の届出は 上記の交付窓口及び時間と同じ。
（夜間・休日の場合は、市役所の地階宿直室で対応します。） 22−1116

防犯灯の球切れについて 総務部　市民安全局 22−8952

市道の陥没等の補修について 建設部　維持管理課 22−9596

水道のあふれや断水について 水道部　工務課 22−3295

こんなとき、どうする？   
　どこに相談するの！ 

市役所は市民にとって、一番身近な行政組織です。
普段生活するうえで、急に「こんなとき、どうす
るの？」「どこの部署が担当するのだろうか」と、
思うことが多々あるはず。
そこで、お問い合わせが多い次の事項について、
情報をまとめてみました。ご活用ください。

その他、知っておいていただきたいこと。

阿南市役所は、市民の皆さんのお役に立つ所をめざします。お気軽にご相談ください。

平成22年 曜日 場　　　所
 6月 7日 月 中 野 島 公 民 館
 7月 5日 月 大野住民センター
 8月 2日 月 長生住民センター
 9月 6日 月 宝 田 公 民 館
10月 4日 月 加茂谷住民センター
11月 1日 月 見 能 林 公 民 館
12月 6日 月 桑野住民センター
平成23年 曜日 場　　　所

 1月17日 月 橘 住 民 セ ン タ ー
 2月 7日 月 福井住民センター
 3月 7日 月 椿 住 民 セ ン タ ー
 4月 4日 月 新野住民センター
 5月 2日 月 那 賀 川 支 所
 6月 6日 月 羽 ノ 浦 支 所

　
各
公
民
館
・
住
民
セ
ン
タ
ー
・
支
所
で
、「
出
前
心
配
ご
と
相
談
所
」
を
開
き

ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
心
配
ご
と
相
談
員
」
が
、
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
相
談
は
無
料
で
す
）　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▪
▪	

出
前 

心
配
ご
と
相
談
日 

▪
▪

《	出前心配ごと相談日	》

相 談 時 間　午前10時〜午後３時
問い合わせは　阿南市社会福祉協議会
　　　　　　　（☎23－ 7288）へ

　

行
政
相
談
は
、
国
・
県
・
市
な
ど
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
、

意
見
な
ど
を
聞
い
て
、
そ
れ
ら
の
解
決
を
図
り
、
行
政
運
営
の
改
善
に

反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
が
あ
る
、
困
っ
て
い
る
、
こ
う
し
て

欲
し
い
、
説
明
や
措
置
に
納
得
が
い
か
な
い
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い

か
分
か
ら
な
い
、
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

相

談

日　
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

相
談
場
所　
市
役
所
市
民
相
談
室

相
談
委
員　
中
山　

瑞
穂
さ
ん　
　

高
島　

彰
洋
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

廣
田　

幸
雄
さ
ん　
　

松
崎　

カ
ズ
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

行
政
相
談
に
あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

広報平成22年（2010年）5月1日	〔第622号〕 �



　

阿
南
市
役
所
で
は
今
回
の
組
織
再
編
の
中
で
産
業

部
に
「
野
球
の
ま
ち
推
進
課
」
を
設
け
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
地
域
経
営
戦
略
の
一
環
に
つ
な
が
る
地
域
お

こ
し
、
地
域
活
性
化
策
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
人
の
価
値
観
・
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
よ

り
ま
す
と
、
日
本
人
が

興
味
、
関
心
の
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
は
、
１
位
野
球

（
50
・
４
％
）
２
位
マ

ラ
ソ
ン
・
駅
伝
（
35
・

７
％
）
３
位
サ
ッ
カ
ー

（
29
・
１
％
）
４
位
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

（
27
・
４
％
）
５
位
テ

ニ
ス
（
25
・
３
％
）
６

位
水
泳
（
25
・
０
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
５
月
「
ア

グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア

ム
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

両
翼
１
０
０
ｍ
、
セ
ン

タ
ー
１
２
２
ｍ
と
甲
子

園
球
場
よ
り
広
く
、
ナ

イ
タ
ー
設
備
も
充
実
し

た
本
格
的
な
施
設
で
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
阿
南
は
以
前
か
ら
野
球
が
盛

ん
な
地
域
で
あ
り
、
現
在
少
年
チ
ー
ム
が
19
、
中
学

８
、
少
年
硬
式
１
、
高
校
４
、
高
校
軟
式
１
、
一
般

47
、
壮
年
９
、
実
年
２
、
還
暦
９
、
古
希
１
、
あ
か

つ
き
10
、
ナ
イ
タ
ー
８
の
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
の
連

盟
に
登
録
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
幅
広
く
組
織
立
て
て
行
わ
れ
て
い
る
地

域
は
全
国
で
も
珍
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
、
野
球
愛
好
家
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
西

日
本
早
起
き
野
球
大
会
、
欽
ち
ゃ
ん
球
団
の
招
待
試

合
、
西
日
本
生
涯
還
暦
野
球
大
会
、
マ
ス
タ
ー
ズ
甲

子
園
徳
島
大
会
、
マ
ル
ハ
ン
ド
リ
ー
ム
カ
ッ
プ
全
国

草
野
球
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
等
、
様
々
な
大
会
を
誘
致
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
は
、
大
阪
市

立
大
学
硬
式
野
球
部
が
年
２
回
も
合
宿
に
訪
れ
て
い

た
だ
き
、
約
50
人
の
部
員
が
一
週
間
阿
南
で
滞
在
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
関
西

圏
の
大
学
に
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
、
合
宿
誘

致
を
は
か
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
活
動
に
よ
り
、
徳
島
経
済
研
究
所
や
阿
南
市
の
試

算
に
よ
り
ま
す
と
、
２
０
０
８
年
に
野
球
が
阿
南
地

域
へ
も
た
ら
し
た
経
済
効
果
は
１
億
２
，
０
０
０
万

円
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
阿
南
で
野
球
を
し
よ
う
と
い
う
〝
目
的
を

持
っ
た
観
光
〟
を
宣
伝
す
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
の

活
性
化
を
も
た
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ａ
Ｍ
Ａ
（
阿
南
、
室
戸
、
安
芸
）
構
想
を
活
か

し
、
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
、
室
戸
マ
リ
ン
球

場
、
安
芸
タ
イ
ガ
ー
ス
球
場
を
巡
る
、
野
球
ざ
ん
ま

い
ツ
ア
ー
も
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
５
月
29
、
30
日
両
日
に
か
け
て
、
日

本
最
大
の
生
涯
野
球
大
会
（
別
名
お
と
う
さ
ん
の
甲

子
園
）
が
行
わ
れ
て
い
る
長
野
県
上
田
市
へ
の
市
民

視
察
団
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

く
だ
さ
い
。
国
勢
調
査
員
登
録
申
込

書
を
送
付
し
ま
す
。（
後
日
面
談
を

行
い
ま
す
）
な
お
、
応
募
締
切
り
は

5
月
31
日
㈪
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
企
画
政
策
課
（
☎

22

－

３
４
２
９
）
へ

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

次
の
と
お
り
、
文
化
協
会
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す

の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時　
５
月
17
日
㈪　

午
後
３
時

10
分
～
４
時
20
分

場　
所　
文
化
会
館
１
階
視
聴
覚
室

講　
師　
写
真
家　

荒
井
賢
治
先
生

（
日
本
写
真
家
協
会
会
員
、
二
科
会

写
真
部
理
事
、
県
美
術
家
協
会
理
事
、

徳
島
新
聞
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
写

真
講
座
講
師
）

演　
題　
写
真
で
見
る
阿
波
の
魅
力

「
平
家
・
徳
島
落
人
伝
説
」

　

平
家
落
人
の
足
跡
と
伝
承
を
写
真

集
の
作
品
と
お
話
で
た
ど
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
文
化
振
興
課
（
☎

22

－

１
７
９
８
）
へ

地
域
経
営
戦
略
と
し
て
の
『
野
球
の
ま
ち
推
進
課
』

見
能
林
小
学
校
へ

●
書
の
扁
額　
一
幅

双
葉
会
理
事
長　

薩
摩　

茂　

様
か
ら

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

国
勢
調
査
調
査
員
を

募
集
し
ま
す

　

平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
で
、
全

国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
調
査
員
と
し
て
従
事
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

調
査
員
の
活
動
期
間
は
9
月
初
旬

か
ら
10
月
末
ま
で
で
、
調
査
活
動
後

に
、
規
定
に
基
づ
く
報
酬
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

調
査
員
の
資
格
要
件　
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方
で
す
。

⃝
満
20
歳
以
上
で
責
任
を
持
っ
て
調

査
事
務
が
で
き
る
方
。

⃝
調
査
上
の
秘
密
を
守
れ
る
方
。

⃝
警
察
、
税
務
業
務
に
従
事
し
て
い

な
い
方
。

⃝
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
方
。

　

調
査
員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
、
企
画
政
策
課
ま
で
ご
連
絡

－

市長通信

－

お元気ですか

　

阿南市長　岩　浅　嘉　仁

【
５
月
の
休
館
日
は
】

☎21－3030

6
・
10
・
17
・
24
・
31
日

船
瀬
温
泉
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情
報
公
開
の
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

　

阿
南
市
情
報
公
開
条
例
の
改
正
に

伴
い
、
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
情

報
公
開
に
関
す
る
手
数
料
、
開
示
の

実
施
方
法
な
ど
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
①
公
文
書
の
開

示
請
求
を
す
る
と
き
は
１
件
に
つ
き

３
０
０
円
の
「
開
示
請
求
手
数
料
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
②
「
開
示
実

施
手
数
料
」
で
の
、
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー

に
よ
る
写
し
の
交
付
の
手
数
料
が
１

枚
70
円（
用
紙
サ
イ
ズ
Ａ
３
判
ま
で
）

に
下
が
り
ま
し
た
。
③
開
示
の
実
施

を
行
う
日
時
等
を
実
施
機
関
が
指
定

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
行
政
情
報
室
（
☎

28

－

９
８
８
５
）
へ

臨
時
保
育
士
募
集

　

平
成
22
年
度
に
市
立
保
育
所
で
勤

務
す
る
臨
時
保
育
士
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
資
格

を
持
ち
、
保
育
に
意
欲
が
あ
る
人
は
、

臨
時
保
育
士
と
し
て
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

登
録
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も
の

に
写
真
添
付
）･

保
育
士
証
等
の
写

し
を
、
人
事
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

採　
用　
面
接
等
で
決
定
し
ま
す
。

※
必
ず
採
用
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ

と
を
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

市
の
花「
ひ
ま
わ
り
」

を
育
て
ま
し
ょ
う

　

真
夏
の
空
に
向
か
っ
て
明
る
く
力

強
く
伸
び
る
花
「
ひ
ま
わ
り
」
を
咲

か
せ
、
花
い
っ
ぱ
い
の
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

ひ
ま
わ
り
の
種
子
は
、
市
役
所
案

内
窓
口
・
市
企
画
政
策
課
・
各
支
所
・

各
住
民
セ
ン
タ
ー
に
て
配
布
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
企
画
政
策
課
（
☎

22

－

３
４
２
９
）
へ

申
請
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑

○
次
に
該
当
す
る
手
帳
等

　

・
身
体
障
害
者
手
帳

　

・
戦
傷
病
者
手
帳

　

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

問
い
合
わ
せ
は　
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
☎
22

－

３
７
９
１
）
へ

　

４
月
か
ら
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
の
対
象
者
に
肝
臓
機
能
障

害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
（
１

級
～
３
級
）
を
お
持
ち
の
方
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。
在
宅
で
不
在
者

投
票
を
行
う
た
め
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
が

必
要
で
す
。

　

な
お
、
左
記
に
該
当
す
る
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

対
象
者
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

身
体
障
害
者
手
帳

障　害　名
障がいの程度

1級 ２級 ３級

両下肢、体幹、
移動機能障害 ○ ○

心臓、じん臓、
呼吸器、ぼう胱、
直腸、小腸機能障害

○ — ○

免疫機能障害 ○ ○ ○

肝臓機能障害 ○ ○ ○

◆戦傷病者手帳をお持ちの方。（特別項症〜第３項症）
◆要介護状態区分が要介護５に該当する方。

消防庁長官表彰

　３月５日に阿南市消防団副団長山本隆司さん、阿南市消防団副団長
山川浅幸さん、阿南市消防団（中野島分団）分団長藤倉一則さんが消
防庁長官表彰（永年勤続功労章）を受章されましたので、ご紹介いた
します。
　おめでとうございます。

阿南市消防団副団長

山
やま

 本
もと

 隆
たか

 司
し

 さん

中野島分団分団長

藤
ふじ

 倉
くら

 一
かず

 則
のり

 さん

阿南市消防団副団長

山
やま

 川
かわ

 浅
あさ

 幸
ゆき

 さん
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集
合
住
宅
の

無
料
地
デ
ジ
受
信
調
査

　

地
デ
ジ
化
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い

集
合
住
宅
の
オ
ー
ナ
ー･

管
理
組
合

の
方
で
、
地
デ
ジ
の
受
信
調
査
を
ご

希
望
の
方
は
、
デ
ジ
サ
ポ
徳
島
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

調
査
対
象
住
宅
の
条
件

⑴
屋
上
に
区
域
外
波
の
ア
ナ
ロ
グ
受

信
ア
ン
テ
ナ
設
備
が
あ
り
、
デ
ジ

タ
ル
化
対
応
が
未
了
の
集
合
住
宅
。

⑵
３
階
建
以
上
の
建
物
で
は
、
屋
上

に
容
易
に
上
が
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
安
全
な
調
査
ス
ペ
ー
ス
（
約

５
ｍ
四
方
以
上
）
が
確
保
で
き
る

住
宅
。

⑶
近
く
に
機
材
運
搬
車
（
普
通
ラ
イ

ト
バ
ン
）
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確

保
で
き
る
住
宅
。

※
市
営
・
県
営
住
宅
等
の
公
営
集
合

住
宅
は
対
象
外
。

申
込
者
の
条
件

⑴
集
合
住
宅
等
の
オ
ー
ナ
ー
ま
た
は

管
理
者
。

⑵
調
査
対
象
集
合
住
宅
の
居
住
者
。

　

た
だ
し
、
オ
ー
ナ
ー
ま
た
は
管
理

者
の
承
諾
書
（
様
式
自
由
）
が
必
要
。

申
込
受
付
期
間　
５
月
６
日
㈭
～
５

月
20
日
㈭
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

平
日
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

募
集
件
数　
１
０
０
件
（
募
集
件
数

に
達
し
た
時
点
で
締
切
り
と
い
た
し

ま
す
）

調
査
実
施
予
定
期
間　
５
月
10
日
㈪

～
６
月
15
日
㈫

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
総
務

省
徳
島
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
徳
島
）（
☎
０
８

８

－

６
７
８

－

６
３
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
８

－

６
７
８

－

６
０
８
２
）
へ

農
用
地
区
域
の
変
更
申
請（
除

外
・
編
入
）
は
お
早
め
に

　

市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
「
農
用
地
区

域
」
の
平
成
22
年
度
前
期
の
変
更
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、申
請
書（
農

林
水
産
課
備
え
付
け
）
に
必
要
書
類

等
を
添
付
し
、
お
早
め
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
６
日
㈭
～
31
日
㈪

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林
水

産
課
企
画
係
（
☎
22

－

１
５
９
８
）

へ

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
見
直
し
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
を
減
ら
す
た
め
「
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
」
を
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
ず
は
前
編
で
す
。

①
冷
房
の
温
度
を
１
℃
高
く
、
暖
房

の
温
度
を
１
℃
低
く
設
定
す
る
。

　

カ
ー
テ
ン
を
利
用
し
て
太
陽
光
の

入
射
を
調
整
し
た
り
、
ク
ー
ル
ビ
ズ

や
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
冷
暖
房
の
設
定
温
度
を
工

夫
し
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

・
年
間
約
33
㎏
の
CO2
の
削
減
で
年
間

約
１
，
８
０
０
円
の
節
約
。

②
一
日
往
復
８
㎞
の
車
の
運
転
を
や

め
る
。

　

通
勤
や
買
い
物
の
際
に
バ
ス
や
鉄

道
、
自
転
車
を
使
う
方
が
健
康
に
も

い
い
で
す
よ
。

・
年
間
１
８
４
㎏
の
CO2
の
削
減
で
年

間
約
９
，
２
０
０
円
の
節
約
。

③
１
日
５
分
間
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
を
行
な
う
。

　

駐
車
や
長
時
間
停
車
す
る
と
き

は
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
ま
し
ょ

う
。
大
気
汚
染
物
質
の
排
出
削
減

に
も
寄
与
し
ま
す
。

・
年
間
約
39
㎏
の
CO2
の
削
減
で
年

間
約
１
，
９
０
０
円
の
節
約
。

④
待
機
電
力
を
50
％
削
減
す
る
。

　

主
電
源
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
長

時
間
使
わ
な
い
と
き
は
コ
ン
セ
ン

ト
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家

電
製
品
の
買
い
換
え
の
際
に
は
待

機
電
力
の
少
な
い
物
を
選
ぶ
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
年
間
約
60
㎏
の
CO2
の
削
減
で
、

年
間
約
３
，
４
０
０
円
の
節
約
。

⑤
シ
ャ
ワ
ー
を
１
日
１
分
家
族
全

員
が
減
ら
す
。

　

身
体
を
洗
っ
て
い
る
間
、
お
湯

を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
年
間
約
69
㎏
の
CO2
の
削
減
で
年

間
約
７
，
１
０
０
円
の
節
約
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
環
境
省
な
ど

が「
家
庭
で
で
き
る
温
暖
化
対
策
」

と
し
て
「
10
の
取
り
組
み
」
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
で
き
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

環
境
保
全
課

（
☎
22

－

３
４
１
３)

へ

環境と
くらし

シリーズ

〈№ 3〉

阿
南
駅
東
口
市
営
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

阿
南
駅
東
口
に
市
営
駐
車
場
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ご
旅
行
や
お
仕
事
で
高
速
バ
ス

や
Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
を
利
用
さ
れ
る
と

き
、
ま
た
、
阿
南
駅
前
商
店
街
で

お
買
物
を
さ
れ
る
と
き
は
、
ぜ
ひ

阿
南
駅
東
口
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

場　
所　
日
開
野
町
西
居
内

（
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
東
側
）

※
下
図
参
照

（
１
３
０
台
収
容
可
能
）

料　
金　
24
時
間　

５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
☎
22

－

１
５
９
６
）
へ

富岡東高校市民会館
ひまわり会館

聖母幼稚園

市立図書館

平惣

GS

フジグラン阿南

Ｎ

Ｐ
ホームセンター
ダイキ駐

車
場

駐
車
場

駐
車
場

駐
車
場

商工業振興センター
（高速バス乗り場）

宮脇書店
高速バス
専用駐車場

JR
阿
南
駅

JR
阿
南
駅
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男
女
共
同
参
画
情
報

第 63号

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」

ふ
る
さ
と
活
性
21
活
動
補
助
金

平
成
22
年
度
事
業
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す

　

こ
の
事
業
は
地
域
の
活
性
化
や
特

色
あ
る
地
域
お
こ
し
活
動
等
、
次
の

①
～
⑤
に
該
当
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
る
団
体
を
支
援
す
る
補
助
金
制

度
で
す
。

　
①
独
自
性
・
創
造
性
に
富
み
将
来

的
に
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事

業
②
伝
統
文
化
の
継
承
と
新
し
い
地

域
お
こ
し
事
業
③
地
域
活
性
化
の
た

め
の
ソ
フ
ト
事
業
④
環
境
改
善
の
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
⑤
地
域
づ

く
り
の
人
材
育
成
を
目
指
し
た
事
業
。

　

提
出
さ
れ
ま
し
た
申
請
書
を
審
議

会
で
審
査
し
交
付
の
可
否
を
決
定
し

ま
す
。
事
業
完
了
後
に
実
績
報
告
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
審
査
後
に

補
助
金
の
額
を
確
定
し
ま
す
。

申
請
方
法　
申
請
書
類
は
公
民
館
ま

た
は
生
涯
学
習
課
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
６
日
㈭
～
31
日
㈪

問
い
合
わ
せ
は　
生
涯
学
習
課
（
☎

22

－

３
３
９
１
）
へ

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
を
活
用
し

自
ら
の
手
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

基
金
に
よ
る
助
成
に
は
、
市
の
活

性
化
及
び
地
域
の
振
興
に
つ
な
が
る

市
民
の
自
発
的
な
活
動
（
地
域
イ
ベ

ン
ト
・
文
化
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
・
地

域
産
業
の
掘
り
起
こ
し
等
）
へ
の
助

成
と
、
海
外
視
察
研
修
（
本
市
に
２

年
以
上
在
住
し
年
齢
が
満
10
歳
か
ら

49
歳
ま
で
の
方
で
、
視
察
研
修
の
体

験
が
地
域
づ
く
り
の
実
践
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
方
）
に
対
す
る
助

成
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法
及
び
交
付
の
決
定　
助
成

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地
域
支
援
課

備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
６
月
30
日
㈬
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
助
成
の
選
考

と
金
額
な
ど
詳
細
は
基
金
運
営
委
員

会
の
審
議
を
経
て
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
地
域
支
援
課
（
☎

22

－

７
４
０
４
）
へ

▲男性料理教室のようす。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、「
女

性
の
た
め
の
生
き
方
な
ん
で

も
相
談
」
を
利
用
し
て
み
ま

せ
ん
か

　

職
場
で
の
人
間
関
係
、
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
子
育
て

の
悩
み
、
親
子
や
家
族
の
関
係
、

思
春
期
の
悩
み
、自
分
の
か
ら
だ
・

健
康
に
つ
い
て
の
悩
み
、
過
食
・

拒
食
症
、結
婚
・
離
婚
の
問
題
、夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
夫
婦

関
係
、
自
分
の
生
き
方
に
対
す
る

不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
守
り
ま

す
。
安
心
し
て
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
面
接
、
電
話
相
談
と
も

予
約
制
で
す
。
事
前
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

相
談
日
時　
毎
週
火
曜
日
、
午
後

１
時
～
５
時
（
原
則
一
人
１
時
間

以
内
）

相
談
場
所　
市
民
会
館
２
階　

　
　
　
　
　
（
☎
22

－

０
１
５
０
）

問
い
合
わ
せ
は　
男
女
共
同
参
画

室
（
☎
22

－

７
４
０
１
）
へ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

《
男
性
料
理
教
室
（
前
期
）》

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
生
活
で
き

る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
男
性
も
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、

女
性
と
と
も
に
料
理

な
ど
の
家
事
を
担
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

料
理
を
さ
れ
た
こ

と
の
な
い
方
も
基
礎

か
ら
学
べ
ま
す
。

　

お
い
し
い
も
の
を

楽
し
く
作
っ
て
楽
し

く
食
事
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

募
集
定
員　
20
人

開
催
日　
①
６
月
４

日
㈮　

②
６
月
８
日

㈫　

③
６
月
18
日
㈮

④
６
月
22
日
㈫　

⑤

６
月
29
日
㈫

時　
間　
い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
午
後
１

時場　
所　
ひ
ま
わ
り

会
館
グ
ル
メ
ル
ー
ム

参
加
費　
材
料
費
と
し
て
１
回
５

０
０
円
（
当
日
集
金
）

申
し
込
み
は　
講
座
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
５
月
17
日
㈪
ま
で
に
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で

〒
７
７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３　

男
女
共
同
参

画
室
（
☎
22

－
７
４
０
１　

Ｆ
Ａ

Ｘ
22

－
４
７
８
５
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
男
女
共
同
参
画

室
（
☎
22

－

７
４
０
１
）
へ
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あぶない！こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

198件（  780）
1人（    5）

38人（  157）

救 急 件 数
搬送人員

250件（  756）
246人（  730）

火 災 件 数
損 害 額

6件（   20）
9,957千円（16,642千円）

●阿南署管内平成22年３月分合計　(　)内は１月からの累計

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
１
１
０

番
ま
た
は
警
察
署
へ
通
報
を

　

阿
南
警
察
署
管
内
で
は
、
今
年
の

初
め
頃
か
ら
、
ス
ー
パ
ー
等
の
駐
車

場
に
お
い
て
車
上
狙
い
等
の
街
頭
犯

罪
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
犯
罪
の
発
生
を
抑
止

す
る
た
め
に
各
種
対
策
を
実
施
し
て

お
り
、
ま
た
犯
人
の
検
挙
活
動
を
強

力
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

犯
人
を
検
挙
す
る
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
の
犯
罪
捜
査
に
対
す
る
ご
理
解

と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の

で
、
不
審
者
等
に
対
す
る
通
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
こ
の
よ
う
な
不
審
者
を
見
か
け
た

ら
１
１
０
番
通
報
を

　

パ
チ
ン
コ
店
や
大
型
量
販
店
等
の

駐
車
場
で
、
ウ
ロ
ウ
ロ
し
た
り
車
内

を
覗
き
込
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
不
審

者
を
見
か
け
た
場
合
は
、
直
ち
に
１

１
０
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
盗
難
被
害
に
気
付
い
た
ら
１
１
０

番
ま
た
は
警
察
署
へ
通
報
を

　

玄
関
戸
等
の
鍵
が
壊
さ
れ
、
室
内

が
物
色
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
盗
難
被

害
に
気
付
い
た
ら
、
直
ち
に
１
１
０

番
通
報
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
へ

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
転
車
を
使
用
す
る
際
の
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

　

自
転
車
を
使
用
す
る
際
は
、「
自
転
車
安

全
利
用
五
則
」
を
守
り
、
安
全
運
転
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
。
歩
道
は
例
外
。

②
車
道
は
左
側
を
通
行
。

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
車
道
寄
り
を
徐
行
。

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
。（
飲
酒
運
転
、
二

人
乗
り
、
並
進
の
禁
止
、
夜
間
の
ラ
イ
ト
点

灯
、
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
安
全
確
認
）

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎
22

－

０

１
１
０
）
へ

対　　象　　者 申込書の送付時期 受診券の送付時期 受診期間

入院をされていない方または生活習慣病と診断さ
れていない方 　　　　 ８月（予定）

受診券を受け
取ってから、
平成22年12
月末までの間

上記以外の方で、過去１年間に血液検査や尿検査
をしていない方

８月以降準備が出来次第、ながいき課窓口
に申込書を備え付けますので、受診を希望
される方は、担当窓口に申込書を提出して
ください。（申込期限は８月下旬及び10月
下旬、受診券の送付時期は９月中旬及び
11月中旬）

平成22年１月１日か
ら平成22年９月30日
までの間に後期高齢
者医療制度に加入さ
れた方（※１）

１月１日〜３月31日に加入 ５　月
７月下旬

４月１日〜５月31日に加入 ６　月
６月１日〜７月31日に加入 ８　月 ９月中旬
８月１日〜９月30日に加入 10  月 11月中旬

（※１）の方の申込書（往復はがき）は、上記のとおり加入時期に応じ広域連合から送付します。入院をされていない方ま
たは生活習慣病と診断されていない方で受診を希望される方は、送付時期ごとに設定される申込期限までに返信はが
きで広域連合へお申込みください。

◎生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、糖尿病、高血圧性疾患、脂質異常症、
虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、その他脳血管疾患、動脈硬化があります。

◎健診項目　　身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査
◎受診費用　　無料

問い合わせは　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課（☎088－677－3666）
　　　　　　　または、ながいき課（☎22－8064）へ

　後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重症
化の予防のため、健康診査を実施します。
　健康診査の対象となる方には『健康診査受診券』をお送りしますので、ぜひ受診しましょう。

平成22年度後期高齢者医療制度の健康診査について
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桜花爛漫　恋人の聖地に
新しい春の風が吹く

　４月３日、牛岐城趾公園で、リ
ニューアル後初めてとなる「富岡
さくら祭り」が開催され、大勢の
来場者で賑わっていました。
　会場では、お茶のお接待や模擬
店のほかに、恋人の聖地にちなん
だコーナーが設けられ、参加者は
「願いの実」と書かれた短冊に願
い事を書いて、それを願いの木に
吊したりして楽しんでいました。
　イベント広場では、満開のソメ
イヨシノを後ろにステージが設け
られ、７グループによる楽器演奏
やダンスなどが披露されました。
　創部２年目となる富岡東高校音
楽部は、春をテーマにした曲を軽
快なリズムでバンド演奏し、春色
に染まった会場の雰囲気をいっそ
う盛り上げていました。

ニュースオアシスNews Oasis

竹人形づくりに試行錯誤
晴れの作品展（５月６日まで）

　観光特産品の確立と伝統工芸の継承を
目的にした講座「竹人形づくり」の受講
者８名による作品展が、４月６日、光の
まちステーションプラザで開催され、あ
わせて優秀作品の表彰式が行われました。
　受講生は、竹細工人形家の鶴羽博昭さ
ん（新野町）のオリジナル作品である
「袖付連」と呼ばれる竹人形づくりに挑
戦。試行錯誤のすえ完成した12作品は、
どれも甲乙つけがたいものばかりで、な
かにはＬＥＤを飾り付けるなど趣向を凝
らした作品もありました。
　竹人形は、細身の五三竹を前処理した
あと、細かく削り、胴、頭、足、袖、手
の順に組み立てていきます。小枝を使っ
た手足の躍動感は、はんだごてで表現す
るなど繊細な技術が求められます。第一
席となる会頭賞を受賞した天羽義幸さん
（新野町）は、500体もの人形を作った
けれど、気に入る作品は一つもないと伝
統工芸の奥の深さを痛感されていました。

竹のようにすくすくと伸びよう
阿南市活竹祭を開催

　阿南市の特産品である「竹」のように、
まっすぐ勢いよく伸びるまちづくりを願
って、第19回阿南市活竹祭が３月６日、
市民会館駐車場及びひまわり会館で行わ
れ、富小児童の金管バンドや自衛隊音楽
隊などの演奏のほか、マジックショーや
よさこい踊りなどが披露され、市内の特
産品なども販売されました。
　当日早朝は冷たい春雨が降るあいにく
の天候でしたが、昼前には雨も上がり、

「雨後の筍」のように大勢の人が集まり、
賑わいをみせていました。
　中でも特に人気を集めたのはイリュー
ジョンマジックショーで人間が小さな箱
に入ったり、空中に浮かんだりする不思
議さに見物者からは大きな拍手がおくら
れていました。
　また、連携協定を結んでいる高知県室
戸市と安芸市からも出品があり、よさこ
い踊りを披露するなど、祭りに華を添え
ていました。

▲観光物産品の確立に向けての第一歩となった作品展。▲「みなさんは何を見て、聞いて、春だと感じますか」と来場者に問
いかけた富岡東高校音楽部のバンド演奏は、恋人の聖地に新しい春
の風を吹き込んだ…。

▲迫力あるよさこい踊りを披露する安芸市の「舞人」のみなさん。
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ニュースオアシスNews Oasis

春の風物詩
椿川ヒウオ漁が始まる

　春を呼ぶ季節の風物詩として知られ
るヒウオ漁が、椿川河口付近で始まりま
した。地元の椿町ではこの特産を市内
外にＰＲしようと、３月７日には「椿ヒウ
オ祭り」が行われました。
　ヒウオはハゼ科の一種で、正式には
シロウオと呼ばれている体長４〜５㎝ほ
どの無色透明の魚です。地元では毎年
２月中旬から４月上旬にかけて椿泊湾
から遡上して来たところを川底に沈め
た約２.５ｍ四方の「四手網」で引き揚げ
て獲っていますが、近年四国でも獲れる
ところはだんだん少なくなってきている
そうです。
　祭りではヒウオを使った「すまし汁」
や「おどり食い」コーナーが設けられ、
来場者は珍味を試食。徳島市から来た
小倉和之さん（33歳）は「以前から食べ
てみたいと思っており、願いがかないま
した」と満足そうに話していました。

▲希望者がヒウオ漁を体験しているようす。

▲「中心市宣言」を行った岩浅市長。（平成22年３月定例市議会）

▲阿南健康マラソンで力走するランナー。

活力あふれ　豊な心でふれあう
まちをめざして　中心市宣言

　阿南市を中心とする周辺地域の活性化
と人口の定住を図るため、市は那賀町、
美波町と連携して、国が進めている定住
自立圏構想に取り組むため、３月25日
阿南市議会において、岩浅市長は中心市
宣言を行いました。
　定住自立圏構想とは、地域を牽引する
中心市と周辺自治体が協定を締結するこ
とにより「定住」のための暮らしに必要
な諸機能を確保するとともに「自立」の
ための経済基盤や地域の誇りを培って、
全体として魅力あふれる地域の形成をめ
ざすものです。中心市宣言とは、いわば
その第一段階となるものです。
　今後は両町と協議を密にしながら、連
携が可能な「医療体制の充実」や「子育
て支援環境の強化」「大規模災害時の相
互扶助」「地産地消の推進」及び「鳥獣
被害対策の推進」など、より効果的な取
組みが可能となるよう、構想の実現をめ
ざしていきます。

早春を感じながら走る
阿南健康マラソン

　季節は春とはいえ、まだまだ肌寒
い３月７日、第26回阿南健康マラ
ソンがスポーツ総合センター（七見
町）を起点として行われました。
　大会には小学生から壮年の部まで、
約400人の健脚自慢が参加しており、
それぞれ３㎞と10㎞のコースを断
続的に降る小雨をものともせずに力
いっぱい走っていました。なお、各
種目の優勝者は次のとおりです。
　▼３㎞小学生男子「四宮甲斐（11
分24秒）」同女子「福良郁美（11
分29秒）」▼３㎞中学生男子「岡本
隆宏（10分02秒）」同女子「下向
菜穂（11分13秒）」▼ 10㎞高校一
般 男 子「 上 原 孝 太（34分21秒 ）」
同 女 子「 門 田 弥 生（44分14秒 ）」
▼10㎞壮年男子「高津洋介（40分
31秒）」同女子「山陰由江（49分
22秒）」
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。

　　　　　　　　　　			下 水 道 使 用 料 金 表　　　　　　　（税抜き）
汚水の種類 基 本 料 金 超　過　料　金

一 般 汚 水 10㎥まで1,400円

10㎥を超え20㎥まで 150円/㎥

20㎥を超え30㎥まで 155円/㎥

31㎥以上 160円/㎥

公衆浴場汚水 150㎥まで7,500円 151㎥以上 55円/㎥

下水道使用料早見表（一般汚水）

＊１ヵ月あたりの使用料
使用水量 下水道使用料（税込み）

10㎥ 1,470 円

15㎥ 2,257 円

20㎥ 3,045 円

25㎥ 3,858 円

30㎥ 4,672 円

　上水道使用水量 ( 水道メーターの検針水量 )
などを基に算出します。
● 使用料計算例
　一般家庭が１ヵ月に 20㎥使用した場合
　基本料金　………………………………1,400 円　①
　超過料金　………10㎥ ×150 円 /㎥ =1,500 円　②

　　　　　　　　小　計　　① + ② =2,900 円　③
　　　　　　　	③ ×1.05（消費税）=3,045 円

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎
22

－

１
7
９
６
）
へ

連載①〜⑥は、下水道課ホ
ームページで掲載していま
す。（http://www.city.
anan.tokushima.ip/） ＞
暮らし・環境＞公共下水道
からアクセスできます。

〜
下
水
道
〜
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巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
13日 木 阿 南 農 協 会 館 前 15：30〜16：00

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 14日 金 桑野コミュニティセンター前 14：10〜14：40
５月７日 金 阿 南 荘 前 13：30〜14：00 山 口 分 館 前 14：50〜15：20

　 　 老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 14：20〜14：50 18日 火 上 中 分 館 前 14：20〜15：00
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30 21日 金 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30

　 11日 火 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20 　 見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10
　 吉 井 町 集 会 所 前 13：40〜14：20 25日 火 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15

大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00 　 　 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00
12日 水 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20 　26日 水 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00

新 野 駅 前 14：30〜15：00  　 　 宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40
13日 木 福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30  　27日 木 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30

　 旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：15 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10

どなたでも無料でご利用いただけます。
なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。

移動図書館「わかたけ号」巡回日程表

阿南図書館　☎23－2020

那賀川図書館　☎42－3111
（休館日）３日〜６日・10日・17日・24日・28日・31日
（開館時間）午前10時〜午後６時
（ボランティアからのお知らせ）
・阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業	　
　５月８日㈯
　午前８時30分〜10時
　※雨天の場合は16日㈰に延期
（おはなし会）－おはなしのポケット主催－

２日・９日・16日・23日・30日
午前11時〜

阿南図書館　☎23－2020
（休館日）３日〜６日・10日・17日・24日・28日・31日
（開館時間）平日　午前９時〜午後６時

	（土・日は	午後５時まで）
（おはなしひろば）

－おはなしひろば・ひまわり主催－
２日・９日・16日・23日・30日
午後２時〜３時

（ぴよちゃんくらぶ）
－赤ちゃん（０〜３歳）のためのおはなし会－
13日・27日
午前10時30分〜11時

（休館日）３日・４日・10日・11日・17日・24日・28日・
　　　　　31日
（開館時間）午前10時〜午後６時
（おはなし会）－こすもすおはなし会主催－	

１日・８日・15日・22日・29日　午後２時〜

羽ノ浦図書館　☎44－2100

Let’s enjoy

　これは阿南市と同規模自治体（118）の中で比べ

ると第８位（図書館年鑑平成 20年度統計より）に

匹敵する利用の多さとなっています。図書館が市民

のみなさんにとって身近な場所になりつつあること

を裏付けています。2008 年３月より阿南市立図書

館の蔵書はインターネット・携帯電話から検索・予

約することができるようになり、ますます便利にな

りました。

　今年は国民読書年です。読書は想像力を育み、心

を豊かにしてくれます。図書館をどんどん利用して、

読書の楽しみを広げてください。

〜本の貸出・予約に関するお問い合わせは図書館まで〜

阿南市立図書館だより

としょかんライフ
たくさんのご利用

ありがとうございます !!
平成 21 年度　阿南市立図書館全館の利用合計は、

貸出数　約 72 万６千冊
予約・リクエスト数　約４万３千冊 でした。
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山
懐
に
弓
道
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
田　

紹
子

交
配
の
新
種
の
あ
ま
た
苗
木
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
上
季
美
子

内
視
鏡
終
り
安
堵
の
春
あ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

茂
子

ひ
な
祭
り
川
原
宴
会
せ
し
昔

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

織
女

安
静
の
室
に
音
な
く
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
千
鶴
子

春
浅
し
峡
に
ひ
び
け
り
寄
せ
の
鐘

阿
南
川
柳
会
会
長

喜

多

倉

吉　

選

川　

柳

原　

久
美
子

釣
り
上
げ
た
魚
に
海
の
汚
染
き
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
木　

旬
笑

清
流
も
や
が
て
都
会
の
朱
に
染
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

縄
暖
簾
ス
ト
レ
ス
洗
う
コ
ッ
プ
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

爽
や
か
な
笑
顔
が
今
日
を
春
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
木　

寿
栄

リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
着
物
の
命
使
い
き
る

阿
南
市
文
化
祭

短
歌
大
会
作
品

短　

歌

青
木　

恭
子

ひ
ね
も
す
を
う
ぐ
い
す
の
声
友
と
し
て
若
竹
倒
す
植

林
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
夫
美

中
宮
寺
に
て
購
ひ
た
り
し
額
の
下
に
臥
し
て
は
長
し

我
が
歳
月
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
川　

明
美

五
十
近
き
息
子
の
知
ら
ぬ
想
い
出
よ
汝
が
生
れ
た
る

産
院
の
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
美
智
子

ス
ピ
ー
ド
も
ブ
レ
ー
キ
も
な
い
吾
生
活
今
日
の
反
省

星
に
話
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
島　

博
子

哀
し
み
の
つ
ま
っ
た
背
は
重
た
か
ろ
「
南
吉
」
の
で

で
虫
吾
の
手
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
佐　

保
恵

庭
隅
の
柊
の
尖
る
葉
先
ま
で
く
ま
な
く
照
ら
す
望
の

月
拝
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
橋
寿
満
子

刈
田
続
く
里
に
蜩
啼
き
始
め
野
火
付
け
ば
や
と
風
の

向
き
み
る

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳　

句

	

尾
崎　

杏
子

梅
真
白
神
に
額
く
心
地
し
て

市
民
文
芸

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

　

初
め
て
長
女
が
生
ま
れ
て
６
カ
月
が

過
ぎ
、
お
腹
に
二
人
め
の
子
が
宿
っ
た

と
き
の
こ
と
で
し
た
。

　
「
こ
れ
は
ア
ト
ピ
ー
や
な
あ
」
と
病

院
で
診
断
さ
れ
た
そ

の
瞬
間
、
な
ん
で
、

ど
う
し
て
私
の
子
に
、

と
思
い
ま
し
た
。
妊

婦
の
と
き
か
ら
卵
や

刺
激
の
強
い
も
の
は

摂
ら
な
い
よ
う
気
を

つ
け
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
な
の
に
…
。

　

苦
労
し
て
寝
つ
い
た
子
ど
も
は
、
し

ば
ら
く
す
る
と
痒
み
で
目
を
覚
ま
し
て

は
む
ず
が
り
ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
の
薬
、

強
酸
性
の
水
、
無
農
薬
野
菜
中
心
の
食

と
、
出
来
る
こ
と
は
何
で
も
し
ま
し
た

が
、
良
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、
毎
日
毎
日

が
本
当
に
苦
し
そ
う
で
、
将
来
を
考
え

る
と
不
安
と
心
配
で
眠
れ
な
い
日
々
が

続
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
に
友
人
か
ら
「
い
い
病

428

宝 田 町
鶴羽　智子さん
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分
の
者
た
ち
は
阿
波
国
一
般
住
民
で

あ
る
。

　

ま
た
、
金
紋
、
武
具
な
ど
も
国
主

と
し
て
干
渉
は
し
な
い
が
、
ご
自
身

で
判
断
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

そ
の
上
、
田
舎
ぐ
ら
し
の
世
事
に

う
と
い
者
に
は
当
た
り
前
の
こ
と
で

も
世
間
で
は
通
じ
な
い
」
と
ま
で
言

い
切
っ
て
い
る
。

　

こ
う
ま
で
は
っ
き
り
言
わ
れ
る
と

公
方
家
と
し
て
も
黙
っ
て
引
き
下
が

る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
や
が
て
、

阿
波
国
退
去
へ
ま
っ
し
ぐ
ら
と
進
む

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

参
考
「
那
賀
川
町
史
」
上
巻　

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　
　

湯　

浅　

良　

幸　

阿
南
ふ
る
さ
と
探
訪
その51

守
頼
恭
と
相
談
し
な
が
ら
、
藩
政
を

取
り
仕
切
っ
た
。
重
喜
の
独
断
的
改

革
に
は
多
く
の
藩
士
や
町
人
、
百
姓

ま
で
が
反
対
し
て
き
た
が
、
家
老
た

ち
は
、
藩
の
政
治
姿
勢
も
改
革
以
前

の
古
式
に
復
し
た
の
は
当
然
の
こ
と

だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、

藩
当
局
の
公
方

家
に
対
す
る
抑

圧
、
い
や
が
ら

せ
は
取
り
消
さ

れ
、
一
時
的
休

戦
が
成
立
し
た
。

　

十
三
歳
で
国

主
と
な
っ
た
治

昭
も
四
十
歳
半

ば
を
迎
え
経
験

を
積
ん
で
く
る

と
、
藩
の
重
要

施
策
に
つ
い
て

直
接
判
断
を
す

る
よ
う
に
な
っ

た
。
特
に
江
戸

城
大
奥
大
上
臈
と
し
て
勢
威
を
振
っ

た
松
島
は
死
去
し
て
お
り
公
方
家
に

対
す
る
態
度
も
硬
化
し
て
い
っ
た
。

　

ま
ず
目
に
つ
く
の
が
公
方
家
に
対

す
る
訓
告
で
あ
る
。
訓
告
文
は
文
化

元
年
六
月
十
二
日
に
出
さ
れ
た
も
の

で
、
公
方
家
に
と
っ
て
は
耐
え
難
い

も
の
だ
っ
た
。

　

注
目
す
べ
き
は
「
今
ま
で
国
主
に

対
し
て
半
家
臣
な
ど
言
っ
て
い
る
が
、

阿
波
国
で
永
年
浪
人
し
て
お
り
藩
主

の
お
か
げ
で
暮
ら
し
て
こ
れ
た
の
に
、

思
い
違
い
も
は
な
は
だ
し
い
。
今
ま

で
は
藩
主
の
寛
大
な
お
心
に
よ
っ
て

気
長
に
見
守
っ
て
や
っ
て
き
た
が
、

こ
れ
は
あ
な
た
父
子
の
家
柄
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
二
男
以
下
家
来
身

室
町
幕
府・平
島
公
方

（
十
五
）

　

公
方
家
に
い
や
が
ら
せ
を
し
圧
迫

を
加
え
た
藩
主
蜂
須
賀
重
喜
の
追
い

落
と
し
の
成
功
に
つ
い
て
再
三
紹
介

し
た
が
、
も
う
少
し
書
き
加
え
て
お

こ
う
。

　

つ
ま
り
、「
宝
暦
の
お
建
て
直
し
」

は
重
喜
の
独
断
専
行
に
よ
る
も
の
で
、

多
く
の
重
臣
た
ち
が
追
放
さ
れ
た
。

し
か
し
、
改
革
が
一
方
的
で
急
で
あ

っ
た
た
め
被
害
者
や
保
守
派
の
抵
抗

を
受
け
た
。

　

一
方
、
公
方
家
も
親
戚
の
京
都
桜

井
家
や
そ
れ
に
つ
な
が
る
公
家
や
大

名
、江
戸
城
大
奥
の
大
上
臈
松
島（
公

方
家
五
代
義
景
＝
又
次
郎
＝
娘
、
六

代
義
辰
＝
又
太
郎
＝
妹
）
ら
が
結
束

し
て
の
重
喜
の
隠
居
工
作
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　

明
和
六
年
十
月
二
十
二
日
、
重
喜

は
江
戸
城
に
お
い
て
藩
政
に
つ
い
て

詰
問
を
受
け
、
そ
の
直
後
の
十
月
三

十
日
、
蜂
須
賀
一
族
一
門
の
代
表
者

二
名
が
呼
ば
れ
、
老
中
列
座
の
中
で

「
重
喜
隠
居
、
家
督
は
嫡
子
千
松
丸

（
十
三
歳
、
後
の
治
昭
）
に
与
え
る
」

と
申
し
渡
さ
れ
た
。
大
名
に
と
っ
て

一
方
的
な
隠
居
命
令
は
大
い
な
る
屈

辱
だ
っ
た
。
十
一
月
十
二
日
付
け
で

あ
る
。

　

一
方
、
藩
家
老
長
谷
川
近
江
か
ら

左
衛
門（
公
方
家
八
代
義
宜
）に「
太

守
様
は
政
治
が
よ
ろ
し
く
な
い
と
、

幕
府
か
ら
隠
居
を
命
ぜ
ら
れ
若
殿
様

へ
家
督
相
違
な
く
く
だ
さ
れ
ま
し

た
」
と
報
ら
せ
て
い
る
。

　

家
老
の
一
人
が
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ

う
な
書
状
を
出
す
の
は
、
藩
上
層
部

に
も
重
喜
の
専
制
を
苦
々
し
く
思
い

公
方
家
に
同
情
す
る
者
が
い
た
あ
か

し
で
あ
ろ
う
。

　

明
和
六
年
、
治
昭
は
藩
主
に
な
っ

た
も
の
の
十
三
歳
の
若
年
者
。
当
然

家
老
た
ち
が
蜂
須
賀
家
の
後
見
人
で

あ
る
井
伊
掃
部
頭
直
幸
、
松
平
讃
岐

▲西光寺には左衛門（平島公方八代義宜）の墓がある。
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情報文化センターからのお知らせ

★子ども科学フェスティバル（参加費無料）

　ゴールデンウィークの５月２日〜５日の４日間、恒例の「子
ども科学フェスティバル」を行います。

～子ども科学フェスティバルオープニングイベント～

科学ウルトラクイズ大会（参加費無料）

　科学に関するクイズ王決定戦！阿南一の科学クイズ王の称
号は誰の手に？
実施日時　５月２日㈰　10：00〜　参加対象		小・中学生
※成績優秀者には賞品があります。
○５月２日㈰の催し

特別ブース（10：00 〜 15：00）
プラ板で紫外線キャッチャーを作ろう　　マジカルカップを作ろう
エアースクーターを作ろう　　春の野草でしおりを作ろう

おもしろ科学実験（11：00 〜、14：00 〜）
ＬＥＤ植物工場実験中　　光ファイバーと光通信の実験

○５月３日㈪の催し
特別ブース（10：00 〜 15：00）

空中に舞い上がるコマを作ろう　　　　飛べ！いったんもめん
火山灰から小さなガーネットを探そう　　分光スコープを作ろう

おもしろ科学実験（11：00 〜、14：00 〜）
不思議な物体を生卵で実験　　温度で色が変わるシートで実験

○５月４日㈫の催し
特別ブース（10：00 〜 15：00）

風にゆらゆらバランストンボを作ろう　　紙プロペラを作って飛ばそう
はっ水力のアクアドロップを作ろう　　行ったりきたり

おもしろ科学実験（11：00 〜、14：00 〜）
ガウス加速器の威力を見よう
電磁調理器を使ってアルミホイルを浮かせよう

○5月５日㈬の催し
特別ブース（10：00 〜 15：00）

ウグイス笛を作ろう　　ブーメランコップを作って遊ぼう
あぶり出しで秘密の手紙を書こう　　声の振動で踊る広場を作ろう

おもしろ科学実験（11：00 〜、14：00 〜）
蒸気の力でアルミ缶タービンを回そう　　花の種のもとを探そう

　上記期間中は、11：30、13：30、15：30 から昼間の星
の観望会（無料）を行います。（悪天候時はプラネタリウム
投影）

～ゴールデンウィーク中は土星も無料で見られる！～

　２日㈰〜４日㈫の夜間（19：00 〜 21：00）は、無料の
土星観望会を実施！この機会に大型望遠鏡で美しい土星の姿
をご覧ください。（悪天候時は中止となります。）

★「デジカメで土星と月を撮ろう」を開催

　天文館の大型望遠鏡とお持ちのデジカメを使って、環を持つ惑
星「土星」と、月の写真を撮影していただきます。参加希望の方
は科学センターまでお電話でお申し込みください。（定員 30名）
実施日時　５月 21日㈮　19：00 〜 22：00（悪天候中止）
参加対象　小学生以上、デジカメをお持ちで、デジカメの基

本操作ができる方　
※デジカメはご持参いただきます。（携帯電話の
カメラはご遠慮ください。）

参加料金　大人300円、高校生250円、小・中学生200円

★夜間天体観望会（それぞれ 19:00、20:00、21:00　要予約・有料）

実施日 大型天体望遠鏡で見えるおすすめの天体
５月 1日㈯ 火星、土星、うみへび座の銀河など

8日㈯ 火星、土星、りょうけん座の子持ち星雲など
15日㈯ 火星、土星、りょうけん座の星団「Ｍ３」など
22日㈯ 火星、土星、月など
29日㈯ 火星、土星、うみへび座の木星状星雲　など

★おもしろ科学実験（参加費無料）

　毎週土・日曜日 11：00 と 14：00 から実施。
実施日 テーマ

５月 1日㈯ 木炭でアーク灯を作ってみよう
ゴールデンウィークは子ども科学フェスティバルの欄をご覧ください。

8日㈯ ガスの炎の大きさを手で自由に変えてみよう
9日㈰ 紙に書いた絵の所だけを焼いてみよう

15日㈯ けむりの粒を観察しよう
16日㈰ タンポポの花を観察しよう
22日㈯ 時計反応の瞬間の時間を調べよう
23日㈰ コヒーラで電波をキャッチしよう
29日㈯ 二酸化炭素を発生させよう
30日㈰ ゾウリムシを飼育し顕微鏡で観察しよう

科学センターからのお知らせ

問い合わせは　阿南市科学センター（☎42−1600　FAX 42−3652）へ
◎休館日：５月６日㈭、10日㈪、17日㈪、24日㈪、31日㈪　　◎ホームページ：http://www.ananscience.jp/science/

●第12回コスモホール
ジュニアコンサート出演者募集

　音楽が大好きな子どもたちの演奏会です。
　『コスモホール	ジュニアコンサート』を次のとおり開催い
たします。皆さまの出演お待ちしております。
＊日　時　６月27日㈰　午後１時開演予定
＊会　場　コスモホール（阿南市情報文化センター）
＊入場料　無料

＊参 加 費　無料
＊出 演 者　阿南市在住の高校生以下の子どもたち。

（公募による 30組程度）
＊演奏方法　電子楽器・音響拡声器を使用しない洋楽器によ

る生演奏。
＊申込方法　情報文化センター事務室にある申込用紙に記入

をお願いします。
＊申込締切　５月30日㈰

問い合わせは　阿南市情報文化センター（☎ 44−5000）へ　　◎５月の休館日：３日、４日、10日、11日、17日、24日、31日
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㈪
～
７
月
14
日
㈬
（
期
間
中
の
月
・

水
・
金
12
日
間
）
⑤
６
月
１
日
㈫
～

７
月
12
日
㈪
（
期
間
中
の
祝
日
を
除

く
月
・
火
・
木
・
金
24
日
間
）
⑥
５

月
18
日
㈫

定　
員　
20
名
（
⑥
は
除
く
）

申
込
締
切
日　
①
５
月
10
日
㈪
②
５

月
25
日
㈫
③
５
月
７
日
㈮
④
６
月
４

日
㈮
⑤
５
月
21
日
㈮
⑥
な
し

会　
場　
県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
徳
島
市
）

問
い
合
わ
せ
は　
㈶
徳
島
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
（
☎
０
８
８

－

６
５

４
－

７
４
１
８)

へ

た
ん
ぽ
ぽ
ま
つ
り

日　
時　
５
月
30
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
２
時（
９
時
30
分
か
ら
受
付
）

場　
所　
羽
ノ
浦
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
３
階
ホ
ー
ル

内　
容　
利
用
者
手
作
り
の
作
品
展

示
・
即
売
／
各
種
模
擬
店
／
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
／
不
用
品
バ
ザ
ー

平
成
22
年
度

就
業
支
援
講
習
会
の
開
催

　

母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
っ
て
、
就

業
と
自
立
意
欲
の
あ
る
方
の
就
業
を

支
援
し
、
自
立
と
生
活
の
安
定
を
図

る
た
め
、
次
の
と
お
り
就
業
支
援
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　
母
子
家
庭
の
母
及
び
寡
婦

等※
数
字
ご
と
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

講
習
科
目　
①
調
理
師
講
習
②
訪
問

介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
）③
パ
ソ
コ
ン
講
習（
昼

間
・
ワ
ー
ド
検
定
）
④
パ
ソ
コ
ン
講

習
（
昼
間
・
エ
ク
セ
ル
検
定
）
⑤
パ

ソ
コ
ン
講
習
（
夜
間
・
ワ
ー
ド
検
定
）

⑥
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日　
①
５
月
18
日
㈫
～
６
月
29

日
㈫
（
期
間
中
の
火
・
水
13
日
間
）

②
６
月
６
日
㈰
～
９
月
26
日
㈰
（
演

習
７
日
間
・
実
習
４
日
間
）
③
５
月

17
日
㈪
～
６
月
11
日
㈮
（
期
間
中
の

月
・
水
・
金
12
日
間
）
④
６
月
14
日

ひろ
ば

市
民
の
情報

※
不
用
品
バ
ザ
ー
の
品
物
（
古
着
は

除
く
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
提
供

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所

(

☎
44

－

６
８
８
８)

へ

阿
南
法
人
会
主
催

「
星
野
知
子
さ
ん
」講
演
会

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ウ
ェ

ル
か
め
」
の
主
人
公
が
め
ざ
し
た
名

編
集
長
を
演
じ
た
女
優
の
星
野
知
子

さ
ん
の
記
念
講
演
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、

５
月
７
日
㈮
ま
で
に
電
話
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
入
場
無
料　

定
員
１
５
０
名

日　
時　
５
月
21
日
㈮　

午
後
４
時

～
５
時
30
分

場　
所　
ホ
テ
ル
石
松
（
富
岡
町
）

講
演
テ
ー
マ　
「
世
界
を
旅
し
て
」

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は　
阿
南

法
人
会
（
☎
23

－

１
０
５
５
）
へ

平
成
22
年
度

慰
霊
巡
拝
に
つ
い
て

　

次
の
と
お
り
参
加
者
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

派
遣
地
域　
旧
ソ
連
（
イ
ル
ク
ー
ツ

ク
州
ほ
か
）、
中
国
（
東
北
地
区
）、

南
方
（
硫
黄
島
ほ
か
）

実
施
予
定
時
期　
８
月
～
平
成
23
年

３
月

実
施
期
間　
最
長
13
日
間

募
集
予
定
人
員　
10
名
～
１
０
０
名

問
い
合
わ
せ
は　
県
保
健
福
祉
部
地

域
福
祉
課
（
☎
０
８
８

－

６
２
１

－

２
１
７
０
）
へ

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　

文
部
科
学
省
所
管
の
㈶
国
際
青
少

年
研
修
協
会
で
は
、
夏
休
み
海
外
派

遣
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国

際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

ま
す
。

内　
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・

英
語
研
修
・
地
域
見
学
・
野
外
活
動

な
ど

派
遣
先　
米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ

ナ
ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ
パ
ン
・

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

日　
程　
７
月
23
日
㈮
～
８
月
15
日

㈰　

８
～
18
日
間

対　
象　
小
３
～
高
３
の
方

説
明
会　
５
月
29
日
㈯　

高
松
市
内

に
て
開
催
。
入
場
無
料
・
予
約
不
要
。

参
加
費　
19
～
52
万
円
（
共
通
経
費

は
別
途
）

締
切
日　
６
月
４
日
㈮
及
び
14
日
㈪

※
そ
れ
ぞ
れ
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま

す
の
で
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
㈶
国
際
青
少
年
研

修
協
会
（
☎
０
３

－

６
４
５
９

－

４

６
６
１
）
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w.

kskk.or.jp

）
へ

第
５
回
阿
南
市
合
唱
祭
の

開
催
に
つ
い
て

　

阿
南
市
内
の
７
合
唱
団
と
「
徳
島

合
唱
団
」(

特
別
出
演)

の
皆
さ
ま

に
よ
る
阿
南
市
合
唱
祭
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　
時　
５
月
23
日
㈰　

午
後
２
時

開
演
（
１
時
30
分
開
場
）

場　
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

※
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ
は　
松
村
（
☎
22

－

３

７
１
９)

へ
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第
11
回
真
向
法
体
操

講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

健
康
体
操
真
向
法
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

健
康
は
正
し
い
姿
勢
か
ら
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

真
向
法
は
正
し
い
姿
勢
を
つ
く
る

健
康
体
操
で
す
。
た
っ
た
四
つ
の
動

作
を
組
み
合
わ
せ
た
体
操
で
、
足
腰

が
柔
軟
に
な

り
、
姿
勢
が

よ
く
な
り
、

若
さ
が
保
た

れ
ま
す
。
そ

し
て
、
心
ま

で
生
き
生
き

と
若
返
り
ま

す
。

　

講
師
は
㈳

真
向
法
協
会
会
長
、
佐
藤
良
彦
先
生

で
す
。
先
生
か
ら
直
接
ご
指
導
が
頂

け
る
良
い
機
会
で
す
。
ど
う
ぞ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日　
時　
６
月
２
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
～
３
時

場　
所　
富
岡
公
民
館
１
階
和
室

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。
事
前
の
申

し
込
み
も
不
要
で
す
。
体
操
の
で
き

る
服
装
で
、
タ
オ
ル
な
ど
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
真
向
会
会
長

石
澤
三
朗
（
☎
23

－

３
３
１
０
）
へ

Q
20
歳
の
学

生
で
す
が
、

収
入
が
な
い
の
で
、

国
民
年
金
の
保
険

料
を
払
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ど

う
し
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

A
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の

人
は
、
20
歳
に
な
っ
た
時
か

ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、

保
険
料
の
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
申

請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
生

納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期

間
は
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
期
間（
25
年
以
上
）

に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
は
、
年
金
手
帳
、
学
生
証
ま

た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑
（
申
請
者

本
人
が
署
名
さ
れ
る
場
合
は
不
要
）

を
お
持
ち
の
う
え
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
に
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
の
承
認
を
受
け
た
方

に
は「
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
方
式（
事

前
送
付
用
）」
の
申
請
書
「
学
生
納

付
特
例
申
請
書
（
は
が
き
）」
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

返
送
す
る
こ
と
に
よ
り
平
成
22
年
度

の
申
請
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
申

請
書
が
届
か
な
か
っ
た
方
や
在
学
す

る
学
校
を
変
更
し
た
方
な
ど
は
、
従

来
通
り
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課(

☎

22

－

１
１
１
８)

へ

海
上
自
衛
隊
徳
島
航
空
基
地

を
一
般
公
開
し
ま
す

　

地
域
ふ
れ
あ
い
感
謝
デ
ー
と
し
て

徳
島
航
空
基
地
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

離
発
着
す
る
航
空
機
の
臨
場
感
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日	

時　
５
月
23
日
㈰　

午
前
８
時

～
午
後
３
時

催
し
の
内
容　
⑴
ラ
ン
ウ
ェ
イ
マ
ラ

ソ
ン
（
３
㎞
・
５
㎞
・
10
㎞
コ
ー
ス
）

⑵
２
㎞
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
午
前
11
時
30
分
～
）
⑶
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
体
験
飛
行
⑷
ち
び
っ
子
ヤ
ン

グ
大
会
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
⑸
ち
び

っ
子
広
場
・
風
船
等
工
作
教
室
⑹
広

報
館
・
記
念
館
公
開
な
ど
。

※
⑵
、
⑶
は
当
日
の
申
込
み
。

問
い
合
わ
せ
は　
海
上
自
衛
隊
徳
島

教
育
航
空
群
司
令
部
広
報
室
（
☎
０

８
８

－

６
９
９

－

５
１
１
１
）
へ

年金相談 AQ&受
講
生
募
集

ス
ペ
イ
ン
語
教
室

開
催
日
時　
毎
週
木
曜
日　

午
後
７

時
30
分
～
９
時

場　
所　
富
岡
公
民
館

　

ホ
セ
先
生
の
ク
ラ
ス
（
奇
数
週
）

ル
イ
サ
先
生
の
ク
ラ
ス
（
偶
数
週
）

い
ず
れ
か
の
ク
ラ
ス
を
選
択
く
だ
さ

い
。
両
方
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

参
加
費　
１
ク
ラ
ス
１
，
５
０
０
円

（
月
２
回
）
両
方
に
参
加
す
る
場
合

は
３
，
０
０
０
円
（
月
４
回
）

在
住
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

開
催
日
時　
毎
週
日
曜
日　

午
前
10

時
～
正
午

場　
所　
富
岡
公
民
館

テ
キ
ス
ト　
「
み
ん
な
の
日
本
語
１
、

２
」
各
２
，
５
０
０
円

参
加
費　
１
，
０
０
０
円
（
６
ヵ
月

20
回
分
）

問
い
合
わ
せ
は　
市
国
際
交
流
協
会

（
☎
23

－

５
５
９
９
）
へ

　
Ｊ
Ａ
全
農
杯
チ
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
小
学
生
８
人
制
サ

ッ
カ
ー
IN
四
国
に
徳
島
県

代
表
と
し
て
出
場
し
た
Ｆ

Ｃ
レ
オ
パ
ー
ル
ド
が
、
み

ご
と
３
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て

２
年
目
の
快
挙
に
監
督
の

三
木
さ
ん
は
、
選
手
た
ち

の
健
闘
を
称
え
た
い
と
笑

み
を
浮
か
べ
、
こ
の
経
験

を
生
か
し
て
こ
れ
か
ら
も

練
習
に
励
み
、
さ
ら
に
上

を
め
ざ
し
た
い
と
期
待
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

香川県総合運動公園サッカー・ラグビー場（４月３日）

ＦＣレオパールド 四国大会で３位入賞

●
原
稿
締
め
切
り　
６
月
号
は

５
月
６
日
㈭
と
な
り
ま
す
。

●
原
稿
送
付
先　
〒
７
７
４

－

８
５
０
１　

阿
南
市
秘
書
広
報

課
（
☎
22

－

１
１
１
０　

Ｆ
Ａ

Ａ
Ｘ
22

－

４
０
９
０
）
へ

市
民
の
情
報
ひ
ろ
ば

へ
の
掲
載
に
つ
い
て
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サ
ン
ア
リ
ー
ナ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
！

　

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
か
ら
中

高
年
の
方
々
ま
で
誰
も
が
好
み
に
応

じ
て
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
健
康
づ
く
り
の
場
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

交
流
と
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
期
間　
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で年
会
費　
高
校
生
以
上
４
，
０
０
０

円
（
継
続
者
は
３
，
０
０
０
円
）、

中
学
生
以
下
１
，
０
０
０
円
。

※
右
記
の
金
額
に
は
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
料
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
サ
ン

ア
リ
ー
ナ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
22

－

２
３
０
０
）
へ

子ども達がバレーボールを通じて元気に !!
期　間　４月〜３月
場　所　阿南工業高等学校体育館（２階）
活動日　火・金曜日（週２回程度）
時　間　午後６時30分〜８時
定　員　30名程度
活動費　900円／月
対　象　小学生２年生〜６年生
　　　　なお、中学生も状況に応じ可能
指導者　阿南工業高等学校バレー部
　　　　監督　津田　裕史　さん
ジュニアバレーボールの基本から試合形式まで、や
さしく指導します。

ジュニア男子バレーボール

心も体もリフレッシュ！
期　間　４月〜９月
　　　　※受講者多数の場合、３月まで延長有。
場　所　阿南市スポーツ総合センター
活動日　毎週火曜日（平日のみ）
　　　　※都合により木曜に変更有
時　間　午後１時30分〜２時30分
定　員　30名程度
活動費　2,000円／月
対　象　一般男女
指導者　エアロビクスインストラクター
　　　　友久　加代　さん
初心者ＯＫです。音楽にあわせてリズミカルに動き
ます。

エアロビクス

みんなで一緒に、楽しくテニスタイム！
期　間　４月〜３月
場　所　阿南市スポーツ総合センター
活動日　毎週水・金曜日（平日のみ）
時　間　午前９：30 〜正午
定　員　各30名程度
活動費　フルコース　 2,000円／月
　　　　各曜日コース 1,200円／月
対　象　一般男女
指導者　阿南市体育指導委員　峯　満　さん
ソフトテニスのサーブ、ボレーなど基本技術を指導
します。

健康ソフトテニス

気軽にできて、運動不足解消に最適！
期　間　４月〜３月
場　所　阿南市スポーツ総合センター
活動日　毎週火・水・木・金曜日（平日のみ）
時　間　午後１時〜５時
定　員　30名程度
活動費　フルコース　2,000円／月
　　　　８回コース　1,600円／月
　　　　４回コース　  900円／月
対　象　一般男女
指導者　西條　勝行　さん（月１回程度）
基本技術を学び、クラブ員相互の練習や簡単な試合
形式まで、楽しく活動します。

バウンドテニス

笑顔いっぱい！楽しく汗を流そう！
期　間　４月〜３月
場　所　阿南市スポーツ総合センター
活動日　毎週火・水・木・金曜日（平日のみ）
時　間　午後１時〜５時
定　員　各曜日30名程度
活動費　フルコース　 1,000円／月
　　　　各曜日コース　 500円／月
対　象　一般男女
指導者　クラブスタッフ
ラリー練習や簡単なゲーム形式で楽しく活動します。

卓　　球

問い合わせは　サンアリーナ温水プール事務所（☎22－8733）へ

【一般フリー講座】
・みんなで楽しくウォーキング　　・はじめてのアクアビクス
・浮き棒ビクス　　　　　　　　・初歩からのゆっくり水泳
・ステップアクア　　　　　　　・キックボクシング
・膝痛、腰痛予防改善ウォーキング

【開館】
　午前10時〜午後９時（定休日/毎週月曜日※月曜日が祝日の場合はその翌日）
【利用料金】
　一般500円　小・中学生 300円　65歳以上 250円（定期券、回数券あり）
【受付】当日の受付

　好きな講座にいつでも参加できます。特に膝痛、腰痛の方には

水中ウォーキングが最適です。ぜひ一度お試しください。

サンアリーナ温水プールのご案内
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　飼い犬は、登録（生涯１回）と毎年
１回の狂犬病予防注射が義務づけられ
ています。料金は 6,000 円（登録が
3,000 円、注射が 3,000 円）です。

５月 地区 時　　間 場　　　　所

20
日 

㈭

見　
能　
林

 9:30 〜  9:40 旧 才 見 分 館 前
 9:50 〜 10:00 中 林 分 館 前
10:10 〜 10:20 北 の 脇 石 油 裏 の 庵
10:30 〜 10:40 見 能 林 公 民 館
10:50 〜 11:00 林 崎 正 八 幡 神 社
11:10 〜 11:20 大 潟 分 館 前
11:30 〜 11:40 津 乃 峰 分 館 前

桑　
　
野

13:00 〜 13:10 山 口 分 館 前
13:20 〜 13:30 川 西 集 会 所 前
13:40 〜 13:50 桑 野 駅 前
14:00 〜 14:10 大 地 田 村 商 店 前
14:20 〜 14:30 成 松 集 会 所 前

21
日 

㈮

宝
田
・
中
野
島
・
長
生

 9:30 〜  9:40 石 本 秀 松 園 前
 9:50 〜 10:00 宝 田 公 民 館 前
10:10 〜 10:20 阿南バッティングセンター横
10:30 〜 10:40 上 中 分 館 前
10:50 〜 11:00 柳 島 老 人 ル ー ム
11:10 〜 11:20 横 見 消 防 詰 所 前
13:00 〜 13:10 長 生 住 民 セ ン タ ー
13:20 〜 13:30 長 生 隣 保 館 前
13:40 〜 13:50 西 方 大 将 軍 神 社 前

24
日 

㈪

福　
井
・
新　
野

 9:30 〜  9:40 福 井 町 総 合 セ ン タ ー
 9:50 〜 10:00 福 井 駅 前
10:10 〜 10:20 旧 福 井 南 小 学 校
10:40 〜 11:00 新 野 旧 家 畜 診 療 所
11:10 〜 11:20 新 野 住 民 セ ン タ ー
13:00 〜 13:10 久 田 橋 東 詰
13:20 〜 13:30 農 協 徳 信 集 荷 場 前
13:50 〜 14:00 生 谷 バ ス 停 前

25
日 

㈫

大　

野
・
加
茂
谷

 9:30 〜  9:40 下 大 野 八 幡 神 社 前
 9:50 〜 10:00 大 野 住 民 セ ン タ ー
10:10 〜 10:20 上 大 野 八 幡 神 社 前
10:40 〜 10:50 熊 谷 町 集 会 所 前
11:00 〜 11:10 加 茂 谷 総 合 セ ン タ ー
11:20 〜 11:30 楠 根 消 防 格 納 庫 前
13:00 〜 13:10 農 協 大 井 支 所 前
13:20 〜 13:30 十八女コミュニティセンター前
13:40 〜 13:50 お 松 権 現

27
日 

㈭

椿
・
椿　
泊
・
橘

 9:50 〜 10:00 働 々 バ ス 停 前
10:10 〜 10:20 椿 住 民 セ ン タ ー
10:40 〜 10:50 椿 泊 連 絡 所 前
13:00 〜 13:10 鵠 分 館 前
13:20 〜 13:30 海 正 八 幡 神 社 前
13:40 〜 13:50 橘 町 総 合 セ ン タ ー
14:00 〜 14:10 旧 橘 小 学 校 前
14:20 〜 14:30 阿 南 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー

５月 地区 時　　間 場　　　　所

28
日 

㈮

富　
　
　
岡

 9:20 〜  9:30 黒 津 地 八 幡 神 社 前
 9:40 〜  9:50 王 子 バ ス 停 広 場
10:00 〜 10:10 日開野コミュニティセンター前
10:20 〜 10:30 三 石 神 社 前
10:40 〜 10:50 阿南青少年健全育成センター前
11:00 〜 11:10 正 福 寺 入 口
11:20 〜 11:30 阿 南 ひ ま わ り 会 館

31
日 

㈪

羽　
ノ　
浦

 9:30 〜  9:40 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所
 9:50 〜 10:00 春 日 野 中 央 公 園
10:10 〜 10:20 あ す み が 丘 天 神 神 社
10:30 〜 10:40 岩 脇 小 学 校 校 庭
10:50 〜 11:00 羽 ノ 浦 公 民 館 古 庄 分 館

那　
賀　
川

13:00 〜 13:10 東とくしま農協西原出張所前
13:20 〜 13:30 那 賀 川 公 民 館 平 島 分 館
13:40 〜 13:50 出 島 神 明 神 社
14:00 〜 14:10 那 賀 川 公 民 館
14:20 〜 14:30 小 延 日 吉 神 社
14:40 〜 14:50 島 尻 厳 島 神 社
15:00 〜 15:10 阿 南 市 那 賀 川 支 所

●犬はつないで飼いましょう。
　犬の放し飼いは、人に危害を加えたり、
野犬繁殖の原因となります。

●捨て犬、捨て猫は絶対にやめましょう。
　捨てられた犬や猫は、野良犬や野良猫となって、不幸な一
生をたどるばかりか、社会に対して大きな迷惑となっていま
す。また、捨て犬・捨て猫などの遺棄には罰則（30万円以下）
が適用されます。

●犬の運動・散歩時に必ずフンの後始末をしましょう。
　公園や道路などの公共の場所や、他人の敷地内をフンで汚
さないように、必ず袋などを持参して後始末をしましょう。

●動物も家族の一員、愛情と責任を持って、尊い命を大切に！

犬・猫を愛する
皆さまへ

問い合わせは　保健センター
（☎22－1590）へ

※次の日程で登録と予防注射を行いますので、犬を飼っている方は最寄りの場所へ必ずお出かけください。
　なお、この機会を逃した方は、必ず６月末までに動物病院で受けてください。

次の点にご注意ください。

○生涯登録を済ました飼い犬が死亡した

ときや犬の所在地・飼い犬が変わっ

たときなどは届出が必要です。

○当日、異常があると思われる犬は注射

を受けるときに申し出てください。

＊＊＊＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊＊＊犬の登録と予防注射

ルールとマナーを守りましょう！
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健
康
い
き
い
き
情
報

対象年齢 教　室　名 日　　時 講　　　師 内　　　容 持ってくるもの

どなたでも 阿波踊り体操
教室

14日㈮
午前10:00〜11:00

（受付・健康チェック
9:30〜）

あなん阿波踊り体操
愛好会会員（阿波踊
り体操指導員）

阿波踊り体操（基
本編、メタボリッ
クシンドローム予
防・改善編ほか）

タオル・水分補給用飲
み物

65歳以上
高齢期からの
筋力アップ体
操教室

13日㈭
午前10:30〜11:30

（受付・健康チェック
10:00〜）

健康運動指導士
井上　澄　先生

ボールを使った筋
力をつけるための
体操

タオル・健康手帳（お
持ちの方）

※すべての体操の前に健康チェックをしています。必ず会場入り口で血圧測定をしてから、体操にお入りください。
※当日の体調によっては、体操への参加をお断りすることがあります。

５月の健康体操教室　会場はすべて『ひまわり会館』で行います。

問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

達
者
で
お
ろ
な

健
康
教
室

　

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
楽
し
く
て
た
め
に
な
る
こ

と
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
高
齢
者
（
お

お
む
ね
65
歳
以
上
）
の
憩
い
の
場
で

す
。
お
気
軽
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。と

き

と　
こ　
ろ

10
日
㈪
福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー

長
生
公
民
館

11
日
㈫
ひ
ま
わ
り
会
館

12
日
㈬
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

14
日
㈮
桑
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

羽
ノ
浦
公
民
館

18
日
㈫
新
野
公
民
館

宝
田
公
民
館

19
日
㈬
中
野
島
公
民
館
（
上
中
分
館
）

24
日
㈪
大
野
老
人
憩
い
の
家

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

25
日
㈫
椿
公
民
館

椿
泊
老
人
憩
い
の
家

時　
間　
福
井
・
那
賀
川
・
桑
野
・

新
野
・
中
野
島
・
大
野
・
椿
地
区
で

の
開
催
は
、
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

椿
泊
地
区
は
午
後
２
時
～
３
時
30
分
、

そ
の
他
の
地
区
で
は
午
後
１
時
30
分

～
３
時
で
す
。

内　
容　
血
圧
測
定
、
検
尿
、

健
康
相
談
や
阿
波
踊
り
体
操
の

ほ
か
「
楽
し
い
ゲ
ー
ム
で
脳
の

活
性
化
を
！
」
を
テ
ー
マ
に
み

ん
な
で
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
し
て

認
知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ

ー
（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

健
康
相
談
の

お
知
ら
せ

　

今
月
は
、
体
内
年
齢
・
基
礎

代
謝
量
・
筋
肉
量
・
推
定
骨
量

な
ど
の
体
組
成
測
定
を
行
い
ま

す
。
自
分
の
身
体
の
状
態
を
知

り
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、

健
康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。

日　
時　
５
月
21
日
㈮　

午
前

10
時
～
11
時

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳

（
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
方
は

作
り
ま
す
）。
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
健
診
等
の
結
果
も
ご

持
参
く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ

ー
（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ
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家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る
保
護

者
の
皆
さ
ん
、
阿
南
市
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
、
お
子

さ
ん
が
す
こ
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

を
願
っ
て
、
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
庭

に
対
す
る
育
児
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

無
料
で
施
設
を
開
放
し
て
お
り
ま

す
。み

ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
５
月
の
日
程
》

７
日
㈮　

親
子
で
作
っ
て
遊
ぼ
う

14
日
㈮　

お
は
な
し
を
き
こ
う

21
日
㈮　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
お
花
づ

く
り

28
日
㈮　

お
誕
生
会

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び　
11
日
㈫
、
18

日
㈫
、
25
日
㈫

　

手
遊
び
や
歌
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
を
し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム

　

希
望
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
集
ま
っ

て
、
毎
日
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
相
談
は
随
時
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
。

日　
時　
毎
週
月
～
金
曜
日　

午
前

９
時
～
午
後
２
時

問
い
合
わ
せ
は　
親
子
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
☎
44

－

５
０
５
９
）
へ

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
５
月
の
日
程
》

11
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

18
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト									

25
日
㈫　

お
誕
生
会

日　
時　
毎
週
月
～
金
曜
日　

午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
室

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
今
津
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
42

－

０
７
２
０
）
へ

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば（

橘
保
育
所
）

《
５
月
の
日
程
》

11
日
㈫　

お
話
い
っ
ぱ
い

18
日
㈫　

ふ
れ
あ
い
遊
び

20
日
㈭　

山
下
助
産
師
さ
ん
の
育
児

講
座

25
日
㈫　

お
誕
生
会

※
水
筒
に
お
茶
を
入
れ
て
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

※
山
下
助
産
師
さ
ん
の
育
児
講
座
は
、

毎
月
第
３
木
曜
日
に
予
定
し
て
い
ま

す
。

日　
時　
毎
週
月
～
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
２
時

30
分
～
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
橘
保
育
所
（
☎
27

－

１
４
４
１
）
へ

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
５
月
の
日
程
》

11
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト					

18
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

那
賀
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
芝
生
公
園
（
現
地
10
時

30
分
集
合
）

25
日
㈫　

お
誕
生
会

ご
利
用
時
間
の
変
更
の
お
知
ら
せ

毎
週
月
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

　

午
後
２
時
30
分
～
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
平
島
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
21

－

２
０
０
２
）
へ

子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座

～
地
域
に
お
け
る
食
生
活
活
動
を
推

進
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
～

対　
象　
市
内
在
住
で
講
座
終
了
後
、

食
生
活
改
善
推
進
員
（
愛
称
：
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
）
と
し
て
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
方
。

募
集
人
数　
16
名
（
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。）

内　
容　
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し

て
の
基
本
講
義
と
調
理
実
習
と
実
技

な
ど
。

日　
程　
①
６
月
23
日
②
７
月
21
日

③
8
月
25
日
④
９
月
22
日
⑤
10
月
27

日
⑥
11
月
24
日
⑦
１
月
26
日

※
す
べ
て
水
曜
日
に
開
催
。

開
催
時
間　
①
②
③
は
午
前
10
時
～

正
午
／
④
⑤
⑥
は
午
前
10
時
～
午
後

２
時
／
⑦
は
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

申
し
込
み　
５
月
21
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

は
じ
め
て
の
ウ
ォ
ー
ク

講
座
受
講
生
募
集
！

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
初
心
者
を
対
象
に

し
た
教
室
が
始
ま
り
ま
す
。
歩
こ
う

と
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
な
か
な
か

始
め
ら
れ
な
い
で
い
る
方
、
こ
の
機

会
に
一
緒
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数　
20
名
程
度

日　
時　
①
５
月
24
日
㈪
②
５
月
31

日
㈪
③
６
月
７
日
㈪
④
６
月
14
日
㈪

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

場　
所　
羽
ノ
浦
公
民
館

内　
容　
▼
座
学
60
分
（
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
な

ど
）
▼
実
技
60
分
（
ス
ト
レ
ッ
チ
、

楽
な
歩
き
方
な
ど
）

対　
象　
運
動
不
足
な
方
で
医
師
の

運
動
制
限
を
受
け
て
い
な
い
方
。
４

回
と
も
受
講
で
き
る
方
。（
昨
年
度

の
受
講
者
は
対
象
外
）

申
し
込
み　
５
月
14
日
㈮
ま
で

受
講
料　
５
０
０
円
（
４
回
分
）

問
い
合
わ
せ
は　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

５月　献血実施一覧
実施日 採血場所 所在地 採血時間

14㈮
阿南テクノスクール 桑 野 町 10:00〜11:00
道の駅公方の郷なかがわ 那賀川町 12:30〜14:00
阿波銀行阿南支店 富 岡 町 15:00〜16:30

20㈭ 加茂谷運送㈱ 楠 根 町 10:00〜11:10
キョーエイ羽ノ浦店 羽ノ浦町 13:00〜16:30

24㈪ 県南部総合県民局阿南庁舎 富 岡 町  9:30〜11:00
※ 400ml 献血のみの実施です。

※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

問い合わせは
徳島県赤十字血液センター（☎088－631－3200）へ

阿
南
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
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親子教室「シルバーママ」のご案内
名　称 内　　容 実施日 申込期間 定員

レッツ　エンジョイ
イングリッシュ
アクティビティ

ステラの先生と一緒にカラ
ー（色）とシェイプ（形）で親
子で英語を楽しみましょう。

５月
12日㈬

５月
６日㈭

〜

６月
４日㈮

各教室
15組

親子で楽しく
ダンス教室

フィットネスラボの先生が
お子様と一緒にできるダン
スや運動を指導します。

６月
16日㈬

※シルバー人材センターでは資格保持者や経験豊かな高齢者の皆さんが多数登
録しています。この機会に育児の悩みや子育ての不安をお話ししてみてはい
かがですか。
時　　間　午前10時〜正午　　　
参 加 料　各教室　１組500円
場　　所　ひまわり会館
対 象 者　阿南市在住の就学前の子どもと保護者（各教室とも託児をしています。）
申込方法　電話にて事務局にお申し込みください。

定員になり次第締め切らせていただきます。
※参加者全員に特典付き出席カードをお渡しします。

問い合わせは　㈳阿南市シルバー人材センター事務局（☎23－2630）へ

い
ち
ご
ぐ
み
さ
ん

あ
つ
ま
れ

　

未
就
園
児
の
遊
び
の
広
場
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
、
予
約

は
要
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

時　
間　
午
前
10
時
～
11
時

場　
所　
神
崎
幼
稚
園

対　
象　
０
歳
～
幼
稚
園
入
園
前
の

子
ど
も
と
保
護
者
。

開
催
日
と
内
容　

５
月
12
日
㈬　

わ
く
わ
く
探
検

６
月
２
日
㈬　

シ
ャ
ボ
ン
玉
で
あ
そ

ぼ
う

６
月
16
日
㈬　

夏
の
あ
そ
び
を
楽
し

も
う

７
月
７
日
㈬　

七
夕
ま
つ
り

９
月
８
日
㈬　

運
動
会
ご
っ
こ

10
月
５
日
㈫　

ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ

ー
が
や
っ
て
く
る

10
月
29
日
㈮　

お
ま
つ
り
あ
そ
び
を

楽
し
も
う

11
月
19
日
㈮　

秋
の
自
然
で
あ
そ
ぼ

う

１
月
19
日
㈬　

リ
ズ
ム
で
あ
そ
ぼ
う

２
月
２
日
㈬　

豆
ま
き
あ
そ
び
を
楽

し
も
う

３
月
２
日
㈬　

お
ひ
な
ま
つ
り
を
楽

し
も
う

問
い
合
わ
せ
は　
神
崎
幼
稚
園
（
☎

22

－

９
２
０
４
）
へ

４月から「子ども手当」の制度がはじまりました
この制度は、次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを支援することを目的として、
次の方を対象に子ども手当が支給されます。

◆対 象 者　中学校修了前までの子どもを養育する方。
◆支 給 額　子ども１人につき月額13,000円。
◆支給方法　口座振込によりお支払いします。

振込月は６月、10月、翌年２月の年３回で、それぞれ支
給月の前月分までをお支払いします。

◆支給を受けるためには
　支給対象者のうち次に該当する方は、認定請求等の手続きが必要です。
　○中学校２年生または３年生の子どもを養育している方。
　○所得制限等により児童手当を受給されていなかった方。
※手続きが必要と思われる方には世帯主あてに請求書等を送付してい
ますが、まだ届いていない場合はお問い合わせください。

※３月末時点で児童手当を受給していた方で、現在、中学校２年生ま
たは３年生の子どもがいない方は子ども手当に移行しますので、手
続きは必要ありません。６月支給時には、児童手当と合わせてお支
払いします。

※公務員の方は、勤務先でおたずねください。
◆手続きに必要なもの
○印鑑（スタンプ印は不可）○申請者名義の預金通帳
○申請者の健康保険被保険者証等の写し（申請者が厚生年金・共済年
金加入の場合）	○申請者の年金手帳（申請者が国民年金加入の場合）

※申請者は、阿南市在住で子どもを養育する父母のうち、主たる生計
維持者の方です。

問い合わせは　こども相談室（☎22－1677）へ
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　♪柱のキズはおととしの〜♪

　柱のキズで子どもの成長を確かめる光景も、近頃はほとんど見かけなく

なりましたが、子や孫の成長にはついつい笑顔がこぼれます。「この子は

私が手塩にかけて育てたんですよ」などと耳にすると、どこか懐かしささ

え感じます。

　この「手塩にかける」という言葉の「手塩」とは食事に添えられた塩の

ことです。昔はこの盛られた塩を使って自分で味加減を整えていました。

そこから、いろいろと面倒をみて大切に育てることを「手塩にかける」と

言うようになったといわれています。また、手に塩をつけ愛情を込めてつ

くるおにぎりから生まれたという説もあります。

　子どもを愛おしく思う親心は今も昔も変わりません。いつの時代も子育

ては愛情のさじ加減ひとつ。

　ゴールデンウィーク…初夏のさわやかな風の中、おいしい塩加減のおに

ぎりを食べながら手塩にかけた我が子や孫とコミュニケーションを深めて

みませんか。

学校教育課　

　− 手 塩 に か け る  −

子育て一言メモ

つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

《
５
月
の
日
程
》

12
日
㈬　

桑
野
公
民
館

14
日
㈮　

新
野
公
民
館

19
日
㈬　

長
生
公
民
館

26
日
㈬　

福
井
公
民
館　

28
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
、
７
日
㈮
、
11
日
㈫
、

18
日
㈫
、
21
日
㈮
、
25
日
㈫

時　
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

－

１
５
９
３
）
へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与

日　
時　
５
月
13
日
㈭
、
27
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
２
時

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、６
週

間
以
上
あ
け
た
日
程
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

（
那
賀
川
子
育
て
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
５
月
の
日
程
》

６
日
㈭　

母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作

り

７
日
㈮　

お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い

食
事
会

10
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

14
日
㈮　

親
子
で
か
し
わ
も
ち
作
り

17
日
㈪　

発
育
計
測

19
日
㈬　

マ
マ
の
た
め
の
簡
単
デ
ジ

カ
メ
教
室

20
日
㈭　

お
誕
生
会

28
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

31
日
㈪　

パ
ト
カ
ー
・
消
防
署
見
学

会

※
自
衛
隊
造
成
工
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
来
所
時
に
は
安
全
運
転
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開　
園　
午
前
9
時
～
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

－

38

－

１
１
６
３
）
へ

… 平成22年度 子育てワイワイトーク …
　赤ちゃんとお母さんの友達づくりや交流の場です。ぜひご参加ください。

★　日 程 表　★

会　　場 時　　間 曜日
平成
22年

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

平成
23年

２
月

３
月

５
月

１
月

阿南ひまわり会館 10時〜11時30分
火曜日 11

日
８
日
13
日
10
日
14
日
５
日
９
日
14
日

※
12
日
㈬

８
日
８
日那賀川社会福祉会館 13時30分〜15時

羽 ノ 浦 公 民 館 10時〜11時30分
月曜日 10

日
14
日
12
日
９
日
13
日
18
日
８
日
13
日
17
日
14
日
14
日橘町総合センター 13時30分〜15時

問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

育児ホットライン
☎27－1441（橘保育所）

育児の悩み・相談
１人で悩まないでお電話ください。

水曜日　午前 10 時〜午後３時

対　象　１歳未満の赤ちゃん（身体計測は１歳半まで）
内　容　身体計測・育児相談・ワンポイントアドバイス
持ってくるもの　母子健康手帳

※会場の都合により、１月12日
実施分は水曜日になります。
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人口と世帯数

今月の市税

スポーツ施設５月の休館日

人口 78,041人（－200）
男 37,636人（－131）

女 40,405人（－  69）

世帯数 29,096世帯（－  17）

●平成22年３月末日現在 (　 )内は前月対比

相　　　　談 日（曜日） 時　　　間 場　　　所 問い合わせは

行 政 相 談 11･25日㈫ 午前9時30分〜
11時30分 市役所市民相談室 市民生活課

☎22－1116

法 律 相 談 6日㈭
午後1時30分〜
4時30分　 要予約

市役所市民相談室 市民生活課 ☎22－1116

消 費 相 談 平日開館しています 午前9時30分〜
午後4時30分 消費生活センター 消費生活センター

☎24－3251

登 記 相 談 28日㈮ 午後1時〜3時 ひまわり会館 市民生活課
☎22－1116

心配ごと相談 10・17・24・
31日㈪

午前10時〜
午後3時

市民会館内
社会福祉協議会

社会福祉協議会
☎23－7288

出 前
心配ごと相談

10日㈪ 午前10時〜
午後3時 羽ノ浦支所 社会福祉協議会

☎23－7288

特設人権相談 12日㈬
午後1時30分〜

4時
新野公民館
ひまわり会館

人権・男女参画課
☎22－3094

人権相談所 10日㈪ 午後1時30分〜
4時 市役所301会議室 人権・男女参画課

☎22－3094

健 康 相 談 21日㈮ 午前10時〜11時 ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

栄 養 相 談 20日㈭ 午前10時〜11時
要予約

ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

農 業 者
年 金 相 談

17日㈪ 午前8時30分〜
午後5時

市役所
農業委員会事務局

農業委員会事務局
☎22－3790

年 金 相 談 6日㈭
午前９時〜
午後４時　 要予約 市商工業振興センター 徳島南社会保険事務所

☎088－652－1511

女性の生き方
何でも相談

11・18・25日㈫ 午後1時〜5時
要予約

市民会館内２階相談室 男女共同参画室分室
☎22－0361

サンアリーナ 6・10・17・24・31日
那賀川スポーツセンター 6・12・19・26日
羽ノ浦総合国民体育館 6・10・17・24・31日
羽ノ浦健康スポーツランド 6・10・17・24・31日

５月の相談日

休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
2 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22－1313
3 木下産婦人科内科医院 学 原 町 ☎23－3600
4 島内科眼科医院 富 岡 町 ☎22－1147
5 玉真病院 宝 田 町 ☎23－0551
9 殿谷整形外科医院 津乃峰町 ☎27－3334
16 是松医院 津乃峰町 ☎27－0316
23 三谷内科 富 岡 町 ☎23－0222
30 林整形外科 見能林町 ☎23－6060
※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）　午後５時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

※相談は無料です。ご予約が必要なものもありますので、
くわしくは、直接担当課などへお問い合わせください。

※６月の法律相談の予約は、５月６日から受け付けています。

問い合わせは　納税課（☎22－1792）へ

●市税日曜窓口は　５月30日㈰です。

●市税の口座振替について
平成22年度から市県民税、国民健康保険
税の第１期からの口座振替を希望される場
合は、5月17日㈪までに指定金融機関の窓
口で手続きをしてください。

●固定資産税（全期分）と軽自動車税の口
座振替済通知書（納税証明書）は５月中旬
に郵送する予定です。
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ホタルが舞う水辺 … その１

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見

ぶらりまち紀行

阿南 第48回

　明谷から桑野川へと流れる堂谷川に５月末から６月上旬にかけてホ
タルの乱舞を見ることができる。６月初旬には、公民館による親子の
ホタル観察会が行われ、地域の学習の場としても定着している。

　里山の美しい風景の真ん中を流れる小川は、自然の恵みがいっぱい。
驚くほどのホタルの乱舞は、見る人を幽玄の世界へといざなう。見ご
ろは５月下旬から６月上旬。

　昔から有名な鑑賞スポットの一つで、加茂谷橋から望む景観は、ま
るで満天の夜空を眺めているような幻想的な世界。５月中旬から５月
末が見ごろ。

　大野地区で比較的多く見られるのが岡川につながる用水付近。近く
に鮎の養殖場があり水量も豊富で、５月下旬から６月初旬が見ごろ。

お願い　環境保護にご協力ください。また、水辺で鑑賞する際は十分に注意してください。

② 楠根町加茂谷橋北側の下（那賀川）① 長生町明谷地区（堂谷川）

④ 下大野町渡り上り（岡川につながる用水）③ 阿瀬比町（日開谷から流れ出る小川）

　ホタルが生息する水辺は、きれいな水や生い茂る草などに恵まれてい
て、環境のバロメーターと言えます。
　自然がいっぱいの阿南市では随所でホタルを見ることができますが、
今回は地元でも有名な鑑賞スポットをご紹介します。

編集室の

窓
　この４月から広報を担当することになりました（山）です。よろしくお願いします。
　「広報誌づくりはガッツとアイデア！そして○○崩壊や」と前担当者（Ｙ）さんの引き継ぎ。どんな仕事やねんと（笑）。
５月号は（Ｙ）さんにも助けられ、何とか皆さんのお茶の間にお届けすることができました。やるしかない！
この一心でがんばりますので、これからもご愛読ください。




